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午前１０時 開会 

○竹田委員長 おはようございます。委員各位にお

かれましては、御多忙の折、御参集をいただきま

して、誠にありがとうございます。 

 ただいまから令和３年度予算審査特別委員会を

開会いたします。 

 本日の案件につきましては、本会議において本

委員会に付託されました議案第７号「令和３年度

大阪府泉南市一般会計補正予算（第３号）」から

議案第９号「令和３年度大阪府泉南市一般会計補

正予算（第４号）」の計３件について審査いただ

くものでありますので、委員各位におかれまして

はよろしくお願いを申し上げます。 

 なお、本委員会に付託をされました議案につい

ては、委員会付託事件一覧表としてタブレットに

掲載いたしておりますので、御参照いただきたい

と思います。 

 それでは、議案の審査に先立ち、理事者から挨

拶をお願いいたします。 

○竹中市長 おはようございます。委員長のお許し

をいただきましたので、令和３年度予算審査特別

委員会の開会に当たりまして、一言御挨拶申し上

げます。 

 竹田委員長さんをはじめ、委員の皆様方には、

日頃から市政各般にわたり、深い御理解と御協力

を賜っておりますことに対しまして、厚く御礼を

申し上げます。 

 さて、本日の委員会は、令和３年第２回定例会

において付託されました議案第７号、令和３年度

大阪府泉南市一般会計補正予算（第３号）から議

案第９号までの令和３年度各補正予算について御

審査をお願いするものでございます。 

 何とぞよろしく御審査をいただき、御承認を賜

りますようお願い申し上げまして、甚だ簡単でご

ざいますが、御挨拶とさせていただきます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○竹田委員長 なお、本日、会議の傍聴の申出がご

ざいます。傍聴の取扱いについてこの際御協議い

ただきたいと思います。会議の傍聴につきまして、

御意見等ございませんか。――――それでは、傍

聴者の入室を許可いたします。 

 〔傍聴者入室〕 

○竹田委員長 これより議案の審査を行いますが、

議案の内容につきましては、本会議において既に

説明を受けておりますので、これを省略し、質疑

から始めたいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○竹田委員長 御異議なしと認めます。よって審査

の方法については、提案理由並びに内容の説明を

省略し、質疑から始めることに決定いたしました。 

 なお、質疑並びに理事者の答弁の際は、着席の

まま行っていただくよう、よろしくお願いをいた

します。 

 それでは、これより議案の審査を行います。 

 初めに、議案第７号「令和３年度大阪府泉南市

一般会計補正予算（第３号）」を議題とし、質疑

を行います。 

 本件については、質疑の通告がありますので、

質疑を許可いたします。 

 まず、河部委員の質疑を許可いたします。 

○河部委員 それでは、通告をしております５点に

ついてお聞きしたいと思います。 

 １つは、総務費の関係で、戸籍住民基本台帳費

の中に、今回コロナ対策として自動釣銭機付きセ

ルフレジを導入するということで載っております

けれども、私もコンビニでこの自動釣銭機付きの

レジを使ったことがありますけれども、慣れると

簡単だとは思うんですけれども、非常に最初は戸

惑ってしまう部分もあったりとかで、今後窓口で

対応されるときに、特にやっぱりそういった方を

見かけた際には、職員さんが案内したり、誘導し

たりするのかどうか、その辺をちょっとお聞きし

たいと思います。 

 ２点目は、民生費の関係で、これも新型コロナ

対策関係ですけれども、子育て世帯への支援に伴

う食事の無償提供、これは昨年度から始まったと

思いますけれども、一定昨年度の実績を教えてい

ただけたらなというふうに思います。 

 ３点目ですけれども、商工費の関係で、誘客連

携による地域活性化事業ということで、当初予算

にもこの関係の予算で取っておりましたけれども、

具体的な事業内容を説明していただきたいと思い

ます。 
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 ４点目に、土木費の関係で、コミュニティバス

運行事業ということで、バスシェルター及び植栽

の設置ということで、この間、協議会などで何名

かの方から質問がありましたけれども、改めて具

体的にどういった事業を行うのか、説明をお願い

したいと思います。 

 最後に、土木費の中で泉南中央公園用地を活用

してということで、今回予算が出ておりますけれ

ども、現段階での具体的な計画内容を改めてお聞

きしたいなと思います。 

 あわせて、総務産業常任委員会の中でたしか出

ておったと思いますけれども、現在あそこの用地

については、トラックや乗用車が駐車スペースと

して活用しております。 

 そのときの答弁では、当然そこを事業として使

うことになれば、そこに停めている方については、

契約を解除するということだったと思いますけれ

ども、大型車両については、やっぱり非常にすぐ

に、じゃ次どこか借りられる場所があるのかとい

うことになると、非常にスペースとしても限られ

てくるかなと思います。 

 市として今現在使用されている方の、例えば今

後こういう代替地もありますよというようなあっ

せんも含めて、するお考えがあるのかどうか、お

聞きしたいと思います。 

○竹田委員長 答弁を求めます。 

○西本市民課長 そうしましたら、私のほうからセ

ルフレジにつきましてお答えさせていただきます。 

 まず、今回導入させていただくレジなんですけ

れども、市民課におきまして証明書の発行時にお

客様と職員との接触をさせるという観点から、導

入をさせていただきたいというものでございます。 

 今、委員から御披瀝ありましたように、市内の

市役所の前のコンビニエンスストアであるとか、

あと市内各所の食料品スーパーであるとか、あと

回転ずし屋さんとか、牛丼屋さんとか、そういっ

たところも今どんどん導入されていて、市民の方

もかなり慣れてきているとは思うんですけれども、

今回入れさせていただくのは、そういった中で、

キャッシュレスを除いた現金のみの機械となりま

す。 

 現金のみですので、特にキャッシュレスのボタ

ンを押していただくとかということはございませ

んので、お客様からしましたら、現金の表示が出

て、そこにお金を入れていただいて、お釣りを取

ってレシートを取っていただくという流れになり

ます。 

 ただ、たくさん市内に入ってきておりますけれ

ども、だんだん慣れてこられると思いますけれど

も、全く初めてやという方も当然おられるかと思

いますので、我々のほうも市民の方々に対しまし

ては、当初しっかりとサポートをしていきたいと

思っております。 

 以上です。 

○奥野家庭支援課長 それでは、私のほうからは、

子育て世帯への支援に伴う食事の無償の提供につ

いてということで御答弁させていただきます。 

 こちらの事業は、新型コロナウイルスの感染症

の影響を受けて、収入が減少している子育て世帯

への支援ということで、お弁当を無償で配達もし

くは特定の場所で配付する、いわゆるデリバリー、

テイクアウトの事業でございます。 

 子ども食堂やボランティア団体、小規模経営の

飲食店などへ経費の一部を補助するものでござい

ます。 

 昨年の実績でございますが、２団体で実施して

いただきました。あわせて59回開催していただき

まして、全2,819食のお弁当を無償で提供させて

いただいたところでございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○岡市民生活環境部参事 私のほうからは、観光誘

客連携の活性化という点に関しまして、御答弁さ

せていただきます。 

 こちらのほうは、今年度、恋人の聖地広域市町

村連携によるデジタルシティプロモーション事業

という形で、地方創生推進交付金に採択をされた

うちの中で、その費用を使いまして行う事業とな

っております。 

 大きく事業のほうは４つに分かれてございまし

て、まず１つ目といたしましては、ポータルプラ

ットフォーム共同基盤事業費という事業がござい

ます。 

 こちらのほうは、共同で事業を今年度行います

全国の18市町村が連携をいたしまして、共同で活
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用できるプラットフォーム等を整備するものでご

ざいます。 

 ２番目といたしまして、泉南市シティプロモー

ション事業費、こちらのほうは昨年度オープンい

たしました泉南のＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡ

ＲＫを核といたしまして、様々なイベント、イル

ミネーションをやりますとか、そのようなイベン

トを行うというような事業となってございます。 

 次に、デジタル観光情報発信事業費、こちらの

ほうは現在のところ考えておるのが、デジタルサ

イネージ（電子案内板）、こちらのほうを市内に

３か所ないし４か所設置いたしまして、ＳＥＮＮ

ＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫ、海手から内陸部にか

けての誘客を進めていくものにしたいというふう

に考えてございます。 

 最後に、ハード事業といたしましては、こちら

は先ほど申し上げました備品購入費といたしまし

て、デジタルサイネージの購入費用という形にな

ってございます。 

 以上です。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 それで

は、私のほうから、バスシェルターに関する具体

的な内容について御説明申し上げます。 

 まず、場所のほうですけれども、市役所前信達

樽井線の市役所側のバス停でございます。そして

新家駅山手ロータリー横のバス停、そして和泉砂

川駅の海手のロータリーのバス停の３か所でござ

います。 

 バスシェルターのサイズですけれども、市役所

前並びに新家駅におきましては、２メーター掛け

る6.4メーター掛ける高さ2.5メーターのものでご

ざいます。 

 そして、和泉砂川駅におきましては、２メータ

ー掛ける８メーター掛ける高さ2.5メーターでご

ざいます。屋根やアルミの屋根となってございま

す。 

 経費としまして、実施設計そしてバスシェルタ

ー、並びに緑化プランターの設置の費用、そして

暑さ指数を計測し、表示する機器、それを計上し

てございます。 

 以上です。 

○眞田都市政策課長 私のほうからは、泉南中央公

園用地活用事業について御説明申し上げます。 

 現状、想定しているスケジュール感といたしま

しては、今後、事業手法の検討を進めまして、本

年９月頃にマーケットサウンディングを実施いた

します。 

 令和４年１月頃に募集要項の配布を行い、令和

４年８月頃に優先交渉権者の決定を行うと。その

後事業契約締結を経て、令和６年度の運営開始を

目指すというスケジュール感を抱いております。 

 現状の事業用地で、今駐車場としてお使いいた

だいている方への対応といたしまして、事業用地

については、現在行政財産の目的外利用というこ

とで、１年の期間を区切って、その使用を許可し

ているところでございます。 

 その許可の条件といたしまして、使用期間中に

公用もしくは公共用に供する等の必要が生じたと

きについては、許可を取り消すことがあるといっ

た条件を説明の上で、御納得いただいた上で使っ

ていただいているところでございます。 

 しかしながら、急に使えないような状況になる

と、次の駐車場を探すいとまもなくなるといった

懸念もございますことから、今後できるだけ早期

に使えなくなる時期をお伝えする必要があるとい

うふうに考えておるところです。 

 なお、代替地の提供でありますとか、紹介につ

いては、ほかに適当な市が所有する土地等があれ

ばいいのですが、現状ではちょっと難しいのかな

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○河部委員 ありがとうございます。ちょっと改め

て何点かお聞きをしたいと思いますけれども、セ

ルフレジの関係ですけれども、今回予算が可決を

されたという前提ですけれども、大体何月ぐらい

から導入をされる予定なのか、分かっていれば教

えていただきたいと思います。 

 それと、子育て世帯への食事提供、昨年度の実

績を教えていただきましたけれども、やはり市内

全域でやっぱり実施をされているのかというと、

なかなかそういう受け皿も含めて、厳しい状況が

あるのかなと思いますけれども、改めて今回事業

を行うに当たって、受入れしていただけそうなと

ころも含めて、市としてやっぱり働きかけるよう
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なお考えも含めてあるのかどうか、お聞きをした

いと思います。 

 それと、３点目の観光プロモーションに関連す

る事業ですけれども、４点あるということで教え

ていただきましたけれども、今回泉南市の公式Ｌ

ＩＮＥ導入をされておりますので、そのようなも

のも活用して登録されている方には、そういった

媒体を使う告知も、今後される予定があるのかど

うか、お聞きをしたいと思います。 

 それとあと、バスシェルターとかの関係ですけ

れども、今３か所設置しているということですけ

れども、改めてそれ以外、市内のそういったコミ

ュニティバスの発着場所に、例えば枠を今後も広

げていく計画があるのかどうか、お聞きをしたい

と思います。 

 以上です。 

○岡市民生活環境部参事 私のほうからは、ＬＩＮ

Ｅによるイベントの告知はどうなのかという点に

関しまして、御答弁させていただきます。 

 もちろんイベントを開催するに当たりまして、

市民の多くの方々に、どういったことをしている

のかというのを周知するというのは、非常に大切

なことだと認識してございます。 

 ＬＩＮＥに限らず、Ｆａｃｅｂｏｏｋ等も使い

まして、広く周知は行っていきたいというふうに

考えております。 

 以上です。 

○西本市民課長 セルフレジの導入なんですけれど

も、現在仕様等を詰めておりまして、予算が可決

されました後、入札ということになるんですけれ

ども、遅くとも10月にはスタートさせたいなと、

それ以前に導入できるんであれば、できるだけ早

く導入して、コロナ対策を行っていきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○奥野家庭支援課長 食事の無償提供の働きかけに

つきましては、広報で掲載する予定となっており

ます。また、区長会の会長のほうには声かけをさ

せていただいて、各区への声かけをお願いしてい

るところと、あとはこの事業でございますが、昨

年２団体実施していただきましたが、今年度最大

で10団体に広げて実施いただくということで考え

ております。 

 また、いろいろと声かけをしていただいたとこ

ろには、現在丁寧な説明をさせていただいている

ところでございます。 

 以上です。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 それで

は、私のほうから、今後の計画について御答弁申

し上げます。 

 まず、必要性のある場所、そしてまた設置スペ

ースがある一定確保する必要がございます。歩道

の場合でしたら、バリアフリーの関係で、２メー

ター以上確保する必要もございます。そして、採

択基準等々合致する箇所で考えていきたいと思っ

ております。 

 応募が次の機会がありましたら、再度検討した

いと思っております。 

 以上です。 

○竹田委員長 以上で河部委員の質疑を終結いたし

ます。 

 次に、岡田委員の質疑を許可いたします。 

○岡田委員 おはようございます。よろしくお願い

いたします。まず、歳入の土木費補助金、都市緑

化を活用した猛暑対策事業補助金のことをちょっ

と聞かせていただきたいと思います。 

 府民の森林環境税、平成28年から４年間の分を、

喫緊の課題である森林整備に活用で、特に令和２

年度からは、さらに豪雨や猛暑対策のことのこの

事業なんですが、この事業はいつまでの事業なの

か、まずお聞かせいただきたいと思います。 

 そして２点目に、都市緑化を活用した猛暑対策

に手を挙げたところは、大阪府下でどの自治体で、

活用状況をお聞かせいただきたいと思います。 

 その中で、特に泉州での状況というのも、併せ

てお聞かせいただきたいと思います。 

 歳出の民生費、国民健康保険費の国民健康保険

事業特別会計繰出金事業のところですが、訪問指

導に使用する電動自動車２台というふうに書かれ

ているんですが、まず使用方法をお聞かせいただ

きたいと思います。 

 また、保健師等が使用するというふうに書かれ

ているんですが、ほかにどなたが使用されるのか

も、併せてお聞かせください。 
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 次に、教育費の中の中学校給食費、新型コロナ

ウイルス感染症対策事業ですが、まずこのランチ

ョンマット、どのようなものか、使用方法、また

枚数をお聞かせください。 

 また、昨年こういうランチョンマットを使用し

ていた中学校がありましたが、衛生面での効果や

感想などをお聞かせいただきたいと思います。 

 同じく、教育費の留守家庭児童会費の新型コロ

ナウイルス感染症対策の中で、緊急事態宣言の中、

留守家庭児童会の現況、児童数や職員数をちょっ

と併せてお聞かせいただきたいと思います。 

 それと、100万円ということで10か所というこ

とは、簡単に考えたら10万円ずつかなというふう

に思うんですが、そう理解していいのかというの

もお聞かせいただきたいと思います。 

 あと、サージカルマスクですが、大人用と留守

家庭児童ということで、子ども用とあると思うん

ですが、この割合もお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 同じく、教育費の社会教育費の図書館及びホー

ル費の中で、2019年６月から広域の５市３町で、

お互い利用し合えるようになりましたが、今回学

校、また高齢者施設向けの図書の充実についてと

いうことで書いていただいていますが、この図書

購入に関して、広域で話合いなどされるのかどう

か、分かりましたらお聞かせください。 

 また２つ目に、コロナで閉館というのもありま

したが、広域からの泉南市立図書館への利用状況

や貸出し数、また泉南市民が広域図書館への利用

状況と貸出し数も分かればお聞かせください。 

 ３つ目に、本も増えると移動にコンテナも必要

となりますが、今回折り畳み式のコンテナ、これ

の数が分かれば教えてください。 

 また４つ目に、図書館の空気清浄機、これはど

ういうものなのかというのもお聞かせください。 

 以上です。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 それで

は、私のほうから、都市緑化を活用した猛暑対策

事業に関する御質問に対して御答弁申し上げます。 

 まず、補助金の最終年度は令和５年度、４年間

となってございます。令和６年夏の猛暑に対応す

る期間でございます。 

 そして、大阪府下での実施件数ですけれども、

令和２年度におきましては21か所でございます。

そしてこのたび私どものこのタイミングで採択さ

れている箇所数は17か所と聞いてございます。 

 そして、泉州地区、岸和田市以南ですけれども、

令和２年度におきましては、熊取町が１件となっ

てございます。 

 そして、令和３年度において、このタイミング

で採択されているものとして、泉南市と阪南市が

ございます。 

 以上です。 

○桐岡教育部参事兼教育総務課長 それでは、学校

給食センター費、コロナウイルス感染症対策事業

のうち、ランチョンマットにつきましては、今回

予定しておりますのは、机の上に敷くタイプです

ので、大体40センチ掛ける30センチほどの大きさ

になりまして、材質につきましては、ポリウレタ

ン樹脂加工をしておりますので、水をはじく撥水

性防水タイプのものを予定しております。表が樹

脂面となりますので、消毒のほうもできる、しや

すいと聞いております。 

 なお、中学校給食におきましては、現在ランチ

ボックス形式で提供しておりますけれども、直接

机の上に置くというふうなやり方を取っていまし

て、それではちょっと保健衛生上、問題が起こる

だろうということなので、今回のコロナ対策とし

て、このマットを敷くことによって、保健衛生力

を強化したいと考えております。 

 枚数につきましては、生徒１人当たり各自２枚

を予定しておりまして、この件につきましては、

既に一部の中学校、信達中学校のほうで自ら購入

して実施しているというふうに聞いておりまして、

これについては、学校のほうから各全学校へ要望

というのがありましたので、今回うちのほうで全

生徒分を予定しておりますので、各学校の養護教

諭のほうからも、効果があるものとして要望され

たものと考えています。 

 以上です。 

○石橋文化振興課長 私のほうからは、図書館の今

回のパワーアップ事業について、まず御説明いた

します。 

 これにつきましては、特に広域で話し合うとい
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うことはございません。今回の事業につきまして

は、不要不急の外出ができない中、一人で来館さ

れるのが難しい方、特にお子様、高齢者の方に対

して、必要な図書を提供するということでやらせ

ていただく予定でございます。 

 場所といたしましては、留守家庭児童会10か所、

高齢者施設５か所を想定しておりまして、それ

が15か所でコンテナを、それぞれ購入いたしまし

て、回していくという形になっております。 

 続きまして、広域でどれぐらいの利用があるか

ということでございますけれども、まず泉南市、

令和２年度の実績でございますけれども、泉南市

民の方が他市町の図書館を利用した実績といたし

まして、1,506人の方が１万3,426冊を借りておら

れます。 

 他市町の市民の方が、泉南市立図書館を利用し

た実績といたしましては、1,395人で8,743冊の実

績がございます。 

 あと、今回空気清浄機でございますけれども、

これにつきましては、換気の悪い部分、図書館の

今のところ想定しておりますのが、奥のほうの道

路側の部分、その部分には窓がございませんので、

その部分に設置するのと、あと会議室なんですけ

れども、自習室として使う場所がございまして、

その部分に空気清浄機を設置するということで想

定しております。 

 以上でございます。 

○加渡福祉保険部次長兼保険年金課長 民生費の国

民健康保険への繰出金41万9,000円の電動自転車

の購入なんですけれども、この現状のコロナの状

況下の中で、特定集団健診を受けて、保健指導を

受けなければならない人が出てくるわけですが、

この方々がやはりこういう状況の中で、なかなか

来庁しての面談に応じていただけないということ

がありますので、それでしたらこちらから伺って

対応させていただくということで、２台購入の経

費として上げさせていただいています。 

 それで、訪問するのは看護師、または保健師、

それに加えて管理栄養士、２名１組の体制で自宅

のほうへ訪問させていただいて、対応をさせてい

ただくと。 

 それと、特定健診の受診者なんですけれども、

大体3,170名受けておられます。そのうち指導の

対象となるのは407名程度ありました。動機づけ

支援の場合は、１回、２回の訪問とかアクセスで

済むんですが、積極的支援の場合は、７回から８

回ぐらいのやり取りを要しますので、やはり１人

であっても複数回、１件のお宅に訪問しなければ

いけないということになりますので、そういった

ことで２台計上させていただいております。 

 以上です。 

○高山生涯学習課長 私のほうからは、留守家庭児

童会についてお答えをさせていただきます。 

 まず現況ということなんですが、コロナウイル

ス感染症が発生してから、ずっと食事中はしゃべ

らないとか、とっくみ合いはしないとか、あと外

遊びを中心にするとか、そういった形で保育のほ

うを続けていってもらっています。 

 次に、100万円で施設が10なので、単純に10万

円ずつかという御質問ですが、各施設で規模が違

いますので、単純に10万円ずつというわけではな

く、不足したところに補充していくという考え方

でございます。 

 あと、サージカルマスク、大人と子どもの割合

ということですが、大人用については5,000枚、

子ども用については１万枚を考えております。 

 以上です。 

○岡田委員 ありがとうございます。戻りまして、

今回土木費の府補助金のところですが、今回バス

シェルター等に歳出では上がっているんですが、

泉南市として、今後の計画などありましたら、ち

ょっとお考えを教えていただきたいと思います。 

 また、令和５年度まで今延長というふうにお聞

きをしたんですが、この森林環境税というのは、

ある意味、自然災害から暮らしを守るために取り

組むということをお聞きしているんですが、その

意味で、今後募集等があると考えたら、どういう

ことに使っていきたいかという、そういうお考え

があればお聞かせいただきたいと思います。 

 歳出の民生費のところですが、いろいろ今お聞

きしまして、訪問の年間スケジュールというのも

ちょっと分かったらお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 あと、単純なんですが、もちろん雨のときは自
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転車も乗れないと思うんですが、そのときの対応、

これもお聞かせください。 

 あと、教育費のランチョンマットのところです

が、じゃちょっと自宅には持ち帰らないというこ

とで確認させていただいていいのでしょうか。そ

れもお聞かせいただきたいと思います。 

 あと、これは教員にも配付をされる予定がある

のか。本当に温めることによって水滴が出てきて、

本当に机の上に置いたときに、やっぱり机もぬれ

てしまって、結局自分でハンカチとかで拭かない

という状況があると思いますので、ちょっとこれ

についてもお聞かせいただきたいと思います。 

 あと、給食の後片づけのほうが、また感染リス

クも高いと思うんですが、感染症の対策として、

ちょっと今どういうことをされているのかも、併

せてお聞かせいただきたいと思います。 

 それと、留守家庭児童会の中ですが、今回新た

な支援ではないと思いますが、今までのマスク等

の使用状況、これが分かりましたらお聞かせいた

だきたいと思います。 

 それとまた、使用するに当たって使用済みのマ

スク等の処理の仕方というのは、学校等でも教え

てくれているのか。それとまた、ここにもアルコ

ールと書いているんですが、その種類によっては、

もちろん効果のあるものと弱いものとあると思う

んです。 

 アトピーとかいろんな皮膚の弱い子は、本当に

同じものを私たちが使っていても、ぴりぴりをす

ごく感じる子もいますので、そういう子に対して

配慮をされているのかどうか、これもお聞きした

いと思います。 

 それと、図書館のところですが、折り畳みのコ

ンテナの今回購入される数が分かりましたらお聞

かせください。 

 それと、図書購入の中には、本だけじゃなくて

ＣＤとかＤＶＤとかいうのも含まれているのでし

ょうか。 

 また、コロナ感染症だけではなく、空気清浄機

というのは花粉症やインフルエンザの対策にもな

ると思うんですが、図書館には小さなお子さんも

利用されますので、安全面でけがのないように注

意されることがありましたら、お聞かせいただき

たいと思います。 

 以上です。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 それで

は、私のほうから、バスシェルターに関する今後

の計画について等を御答弁申し上げます。 

 まず、今後の計画ですけれども、先ほどの河部

委員のほうにも御答弁申し上げましたけれども、

まずその必要性、そしてまた設置スペースの有無

から、採択基準に合致するかどうか。 

 また、場所の特性、日射の環境とか南向きであ

るとか、いろんな採択基準がございます。次回ど

のような形で条件づけるか分かりませんけれども、

その適合する内容で応募していきたいと思ってお

ります。 

 また、樽井駅のバスシェルターがあるんですけ

れども、ポリカーボネートで比較的熱を通しやす

いような部分がございます。その部分をアルミ製

の鋼板に替えるとかという、そしてまた緑化のプ

ランターを設置するとか、そういうふうな方向で

今ちょっと考えているところでございます。 

 そして、２点目の森林環境税の今後の使い方と

いいますか、ちょっとこれは森林環境税自体は、

府税のものですので、大阪府の事業になります。

ですので、何らかの形でそれを活用するメニュー

がまいりましたら、泉南市のその必要性とか、あ

るいはメニューを見て、市に合致するようなもの

がありましたら、積極的に応募をしていきたいと

考えております。 

 以上です。 

○加渡福祉保険部次長兼保険年金課長 保健事業に

おけます今年度の計画なんですが、特定集団健診

につきましては、上半期で３回既に計画は行って

おります。これ以外に大きな新たな事業としまし

て、筋力低下を予防する集団的なセミナーですね。

このコロナの状況なんですが、一応上半期の一番

最終日辺りで計画しております。 

 それと、チャレンジトレーニングとしまして、

受診された方に対して体重を減らすとか、ウエス

トを減らすとか、こういったことに目標値を定め

ていただいて、それに臨んでいただいて、数か月

後にクリアした方には、インセンティブをお渡し

するという、そういった事業を計画してございま
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す。 

○桐岡教育部参事兼教育総務課長 ランチョンマッ

トにつきましては、基本的に子どもにお渡しした

ものを使い回しするということは、衛生上好まし

くないので、基本的には１人２枚、渡し切りで考

えておりますので、子どもさんのほうは、使った

ら家に持って帰って消毒をしていただいて、使っ

ていないほうを持ってきて、毎日毎日交互に使っ

ていただくということを想定しております。 

 教員につきましては、当然給食をお取りになる

教員の方の分も配付する予定はしております。 

 それと、後片づけの際の注意点ですけれども、

中学校給食は小学校給食と異なりまして、基本的

にはランチボックスと食缶になりますので、小学

校ほど対応というのは気にする必要はありません。 

 ただ、後片づけに特化せず、基本的には給食の

時間、全体を踏まえた上で、各養護教諭のほうが

基本的に学校ごとに、給食の際はマスクを取りま

すけれども、話をしない等、厳しく取り組んでい

ただいておりますので、基本的には学校の取組で

お願いしている状態でございます。 

 以上です。 

○高山生涯学習課長 留守家庭児童会のマスクの使

用状況でございますが、基本的に子どもたちは布

製のマスクを毎日付けてきてもらっています。 

 しかし、いかんせん子どもたちなので、なくし

てしまった、汚してしまった、耳のところがちぎ

れて使えなくなってしまったといったときのため

に、お渡しする今回の購入予定のマスクでござい

ます。 

 また、マスクの処理につきましては、先だって

ちょっと調査したんですが、各施設でバラバラで

ございまして、個別にナイロン袋に入れて捨てて

いるところ、もうごみ箱にそのまま捨てていると

ころ、そういったところはあります。 

 私どもとしましては、各支援員には個別にナイ

ロン袋に入れて捨てるようにというふうに指導し

ていきたいと考えております。 

 また、アルコールで皮膚の弱い子どもというこ

とですけれども、これはもう当初からアルコール

というものは、かなり肌の弱い子どもたちには影

響があるよというふうには支援員には伝えており

まして、しっかりと子どもの状況を観察するよう

にというふうに指導しております。 

 もし、様子がおかしいようであれば、アルコー

ルをやめて、水道水でよく手洗いしてもらうなど、

そういった形にしてくださいというふうには指導

しております。 

 以上です。 

○石橋文化振興課長 私からは、先ほどのように図

書の内容ですけれども、図書の内容につきまして

は、図書館司書の選定会議というところで決めさ

せていただくことになっておりますので、ＤＶＤ、

ＣＤ等、その辺のものが必要かどうかというのは、

また会議の中で必要があれば購入するということ

で検討をさせていただきたいと思っております。 

 あと、空気清浄機につきましては、現場の担当

者ともしっかりと話し合いまして、危険のない場

所にきちっと設置すると同時に、周りに立入防止

等の措置はきちっと付けるように、現場はこれか

ら考えさせて、話し合っていきたいと思っており

ます。 

 それと、コンテナですけれども、今回パワーア

ップ事業で購入いたしますコンテナは、各施設に

配りますために入れるものです。そのコンテナ

が15個ということになっております。 

 以上でございます。 

○岡田委員 ありがとうございます。最後に１点だ

けなんですが、この猛暑対策の中で、ミストとか、

そういうのは含まれるのかどうか、ちょっとお聞

かせいただきたいと思います。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 バスシ

ェルターに関するミストについての御質問にお答

え申し上げます。 

 まず、ミストについても採択の要件に合致すれ

ば、それを設置することは可能です。 

 以上です。 

○竹田委員長 次に、楠委員の質疑を許可いたしま

す。 

○楠委員 それでは、通告に従いまして質問させて

いただきます。 

 泉南中央公園用地活用事業についてということ

で、中央公園用地の簿価と評価額を教えていただ

きたいのと、屋内の温水プールを整備するという
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ことなのですが、どのようなプールを考えている

のか。 

 また、市民の皆さんの利用が可能になるように

ということなので、市民の皆さんの要望はどのよ

うに反映されるのか。 

 学校プール授業での活用も視野に入れるという

ことなので、利用があるのかどうか、お聞きした

いです。 

 あと、医療費対策についてですが、泉佐野泉南

医師会管内でのほかの行政区では、医師会にはど

のような支援をしているのか、教えていただきた

いというのと、泉南市のワクチン接種率も、65歳

以上の方は30％を超えているということでしたが、

ほかの行政区と比べてどうなのか、教えていただ

きたいです。 

 あと最後ですが、コミュニティバス運行事業に

ついてで、先ほどもバスシェルターの設置につい

ての質問でお答えいただいておりますが、和泉砂

川駅でいいますと、降り場を含めてですが、３か

所ですので２か所で、泉南市役所でも４か所ある

ので、停留所としては、これは全部にはつくれな

いのかというか、つくる必要があるのではないか

というのと、ベンチの設置はないのかということ

です。 

 最後ですが、国土交通省の調査で、横断歩道や

交差点のそばにある危険なバス停ということで、

調査がなされたと思うんですけれども、泉南市に

はないのか、そういった場所が。であれば、どう

対策していくのか、お聞きしたいと思います。 

○眞田都市政策課長 私のほうからは、中央公園用

地の件で答弁させていただきます。 

 中央公園用地の簿価、評価額ということなんで

すけれども、公社解散時の金額になりますが、物

件保証も含めまして簿価で約26億700万円、原価

で19億7,200万円ということでございます。 

 次に、どのようなプールをとそれと要望をどの

ように反映していくのかとか、それと学校プール

授業の利用もあるのかという御質問だったと思い

ます。 

 学校プール授業の利用については、それも当然

視野に入れながら進めていきたいというふうに考

えておるところでございます。 

 現状のサンエス温水プールでの水泳事業の後に

取ったアンケートによりますと、サンエスの温水

プールは良かったであるとか、授業の補助で入っ

ているインストラクターが、教えてくれたことは

分かりやすかったといった、おおむね良かったと

いう意見が大半を占めているというふうに聞いて

おります。 

 これらの意見を踏まえまして、児童・生徒の高

い満足度を継続できるようにしていく必要がある

というふうには考えております。また、公的なプ

ールとしての、その役割を担ってきたサンエス温

水プールについては、ごみ焼却所更新事業の中で

除却も予定されている状況でございます。 

 そこで、市民が継続的に利用出来る温水プール

を整備し、より質の高い市民サービスの提供が必

要であると考えております。 

 今後事業者選定支援等業務委託の中で、現在の

サンエス温水プールの利用状況や管理内容、自主

事業の状況、収入や支出の状況について情報収集

を進めまして、また民間事業者に対しまして、マ

ーケットサウンディングを実施するなどにより、

新たなプール整備の前提となる事業の範囲であり

ますとか、事業条件、事業手法、また市民利用に

関する事業者からの提案の検討を行っていきたい

というふうに考えております。 

 その上で、ＰＦＩであるとか、公的不動産の活

用する方式など、民間活力の導入による手法のメ

リット・デメリットを把握した上で、民間事業者

がより参入しやすく、かつ財政負担額を試算し、

市にとって財政負担の少ない有利な事業手法を検

討していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 医療体制

につきまして答弁させていただきます。 

 まず、泉佐野市以南の市町が医師会にどのよう

な支援をしているかという件なんですけれども、

３市３町をエリアとしています医師会でございま

して、医師会へというよりは、それぞれの市にあ

る医療機関への支援ということで、それぞれの市

町が実施されているものを御説明させていただき

ます。 

 まず、泉佐野市さんが接種費用、国が決めてい
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る単価が2,277円なんですけれども、それに1,000

円の上乗せをされております。 

 また、熊取町さんは、コロナワクチン接種を実

施することに対しての支援金を、まず実施前に50

万円しておりまして、また、今６月補正で上げて

おられるということですが、内容については、今

のところ非公表ということでございます。 

 田尻町さんは、各医療機関に冷凍庫を現物支給

したということと、謝金を20万円ずつされている

そうです。 

 泉南市は、コロナワクチンというよりは、コロ

ナ感染対策ということで、令和２年度に支援金を

病院には100万円、診療所、クリニック等には20

万円させていただいておりまして、また今回、コ

ロナワクチンの個別接種を実施していただいてい

るところに、支援金を基本的に個別接種をやって

いただいているところには40万円、そこに通院患

者さんをやっていただいているとか、ディープフ

リーザーを設置いただいているとか、週当たりの

利用者の数、またアナフィラキシー等の紹介状を、

一般の医療機関でなかなか実施が難しいところ等

に加算をした形で支援金を実施する予定でおりま

す。 

 また、阪南市さんは、令和２年度にこちらもワ

クチン接種というよりは、コロナ禍での医療機関

への支援ということで、200万円から20万円支援

をされているということです。 

 岬町さんは、実施のほうはしておられないとい

うことです。 

 このほかまた国のほうから、休日や時間外加算、

週当たりの回数等によりまして、新たな支援策の

ほうも実施される予定ということで情報が入って

きております。 

 続きまして、泉南市の65歳以上の方の接種率が

他市に比べて高いかどうか、近隣の状況というこ

となんですけれども、６月７日現在の泉南市の第

１回目の接種率は40.1％、大阪府は20.9％、全国

は23.7％となっております。 

 接種率は全国都道府県別のみ公表されておりま

して、市町村別については非公表となっておりま

して、近隣市町にも問合せをさせていただきまし

たが、非公表ということでございます。 

 ３市３町は、同一医師会で広域的に実施をして

おりまして、大きな開きはないと思われますが、

特に人口の少ない町は、より進んでいるというふ

うに思われます。 

 最終的な目標としましては、お一人でも多くの

方に接種を受けていただいて、接種率を上げて、

その結果として集団免疫を高めることで、感染を

防いでいくということでございますので、必要な

方へ迅速にかつ安全にお届けできるように、引き

続き医師会の協力の下、実施してまいりたいと考

えております。 

 以上です。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 それで

は、私のほうから、コミュニティバス運行事業に

関する御質問について御説明申し上げます。 

 まず、１つ目のバスシェルターの市役所前４か

所の対応についてですけれども、まず先ほども申

し上げましたけれども、設置スペースの有無、す

なわちバリアフリーに抵触しないというか、２メ

ーター以上の歩行レーン、歩行スペースが確保で

きるか等々ございます。 

 市役所対面の泉南中学校前の部分についても、

先ほど申し上げましたけれども、場所の特性、す

なわち日照の環境が少し今回採択から外れている

と。南面に壁があって、そしてそれが日陰になる

というようなことがあって、少し今回外れたとい

うところでございます。 

 そして２点目ですけれども、まずベンチの設置

ですね。バス停のベンチについても、先ほど申し

上げましたけれども、バスへの乗降、また歩行者

の通行に支障とならないよう、道路幅員を確保す

る必要がございます。十分な幅員がない場合がほ

とんどでして、現時点ではベンチの設置について

は考えてございません。 

 そして３点目ですけれども、危険なバス停につ

いてはございますかという問いですけれども、大

阪運輸支局のほうで出されていますもので、判定

結果Ａというものが２か所ございます。 

 そして、それは新家宮のバス停、そして六尾の

２か所でございます。その判定結果のＡというの

は、バスが停留所に停車した際に、横断歩道にそ

の車体がかかるバス停というふうになってござい
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ます。 

 もう昭和の時代からずっと例えば六尾の部分で

したら、府道の岩出線から集落のほうに入るＴ型

交差があるんですけれども、そこに横断歩道があ

るというようなことで、危険なバス停とされてい

ます。 

 そして、新家宮についても、横断歩道があって、

バスがそこにかかってしまっていると、そういう

ところでございます。 

 どのように対策をしていくのかというところで

すけれども、バス停の移設、10メーターから30メ

ーター程度ずらすことで、その判定を除去できる

というか、外すことができるというふうに考えて

ございまして、現在地元の区長さんと協議してい

るところでございます。 

 また、次の段階としては、警察等関係機関と協

議を進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○楠委員 ありがとうございます。中央公園用地の

ほうですけれども、屋内の温水プールをつくるに

当たって、事業所からの提案をしていただいて、

市民さんに負担が少ないようにということですの

で、市民さんへの説明会もそうなんですけれども、

やはり意見を聞いて、それを反映させる必要もあ

ると思うんですけれども、パブリックコメントみ

たいなものを考えてはるのかということです。 

 それと、医療対策費のほうで、やはり泉南市と

しても医師会さんと協力して、ワクチン接種に物

すごく尽力していただいているのは、感じており

ます。 

 一般質問でもさせてもろたんですが、相馬モデ

ルであったり、これは大規模接種というか、集団

接種で進めているところもあれば、練馬区モデル

は泉南市のようにかかりつけ医で進めていって、

成功しているところもあるので、いろいろなパタ

ーンで成功していますので、泉南市でもしっかり

とまた進めていただきたいと思うんです。 

 しかし、第５波がくると言われている中で、大

阪府としても、やはり第５波に備えて重症病床

を500床まで増やすのを目指すということです。 

 ワクチン接種を進めていても、やはり効果が出

るのは数か月先から半年ぐらいかかるということ

を、専門家も言うていますので、やはり第５波に

備えての対策も必要かなと思うんですが、市長と

して今後どのように対策を進めるのか、考えては

ることがあれば教えていただきたいと思います。 

○眞田都市政策課長 中央公園用地活用事業につい

てでございます。 

 説明の機会ということなんですけれども、現段

階で各進捗状況に応じて様々な段階で御説明して

いくというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○竹田委員長 第５波に向けて、市長も名指しがご

ざいましたが。 

○竹中市長 この第５波が本来は、そういうのは来

てほしくないわけですけれども、今現在コロナ対

策といたしましては、１月から緊急事態宣言が出

て、４月に改めて緊急事態宣言が出た。この緊急

事態宣言が解除されている間も、泉南市としては

緊急事態宣言と同じ内容でずっと継続しながら啓

発活動等をやってきました。 

 今現在、ワクチン接種をどんどん進めていって

いる状況でございます。このワクチン接種がどん

どん進んでいけば、一定コロナの感染症は抑えら

れるんではないかというふうに思っておりますの

で、まずは啓発活動を今と同じように継続して進

めていくことと併せて、ワクチン接種をどんどん

進めて、コロナ感染症の拡大を抑えていくという

ことに集中していきたいというふうに考えてござ

います。 

○竹田委員長 次に、石橋委員の質疑を許可いたし

ます。 

○石橋委員 お願いいたします。１点目の68ページ、

雑入に関しましては、議場での質疑を見合わせい

たします。事前に対応くださった関係部署の皆様、

ありがとうございました。 

 ２点目、77ページからの新型コロナウイルスワ

クチン接種体制確保事業についてですけれども、

先ほど田代次長から、７日現在で40.1％の接種率

というお話を聞きまして、先日幡中副市長からも

ありましたが、本当に市内医療機関の皆様と、ま

さにワクチン接種チームを中心とし、チーム泉南

で取り組んでいただいていることに感銘を受けて
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おります。ありがとうございます。 

 現在、65歳以上の方に対するワクチン接種を進

めておりまして、64歳以下の接種券についてなん

ですけれども、泉南市では７月上旬に向けて送付

の準備が進められておりますが、大阪府の大規模

接種会場に、マイドームおおさかが加わり、15日

から予約受付、19日から接種開始の方針が固まり

ました。 

 予約枠に空きがある場合は、接種券を持つ64歳

以下の府民にも対象を広げることとしております

ということなので、泉南市民の方で勤務先の都合

上、大阪市内のほうが便利だという方がおられた

場合があるかもしれませんので、この泉南市への

送付時期への対応はどうなるかという点が１点目

です。 

 ２点目、ワクチン接種に伴って排出されます廃

棄物、注射針やワクチンのバイアル（容器）をは

じめ、ガーゼや手袋も含まれますが、その取扱い、

廃棄物処理に関する費用の流れを、個別接種、集

団接種ごとに教えてください。 

 次に、誘客連携による話でございますが、先ほ

ど河部委員の質問に対して４つの事業を御紹介い

ただいたんですけれども、ここでちょっと政府の

動きをお話しさせてください。 

 2015年11月に、当時の安倍首相によって、「ド

ローンを使った荷物配送を可能とすることを目指

します」の発言がスタートとなり、今年３月、政

府は小型無人機、いわゆるドローン操縦のライセ

ンス制度導入を含む航空法改正案を閣議決定いた

しました。 

 そして、2022年来年を目指して国家資格として

ドローン操縦士免許制度への法整備が進められて

おります。 

 ドローン前提社会を実現する新たなドローン運

輸の仕組みとして、操縦士ライセンスの制度の動

きは、この泉南市への誘客連携へと最大限活用で

きるのではないでしょうか。 

 その１つが、この私たちのまち泉南市でドロー

ン教室やドローンスクールを開催することはいか

がでしょうか。誘客連携の活路を見出すことにな

ると思います。見解をお聞かせいただけますでし

ょうか。 

 以上３点です。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 私のほう

からは、ワクチン接種に関する御質問についてお

答えさせていただきます。 

 まず、64歳以下の接種券の発送の時期の件なん

ですけれども、今のところ７月初めに送付予定と

いうことでございます。約１か月前が原稿の締切

りとなっておりまして、前回高齢者の接種のとき

には、国の指示で早くから作成したにもかかわら

ず、２か月ぐらい市のほうで保管をして、それか

ら送付というふうな事態となりまして、接種券の

みでは十分市民の皆さんに必要な情報をお伝えす

ることができず、大判はがきと両方を送付する事

態となりました。 

 また、医療機関によっては、まずは高齢者でや

ってみて、一般の方々には予約方法を変更したい

という御意見等もございまして、ある一定、高齢

者の方の実施を見極めた上で印刷に入る必要がご

ざいまして、少し遅くなってしまっております。 

 現在、医師会の御協力のおかげで、本当に高齢

者の接種が予想以上にスムースに実施が進んでお

りますので、少しでも早く64歳以下の方にも送付

できますように、今現在印刷会社とも調整を図っ

ておりまして、できるだけ早くお送りできるよう

にしたいというふうに考えております。 

 また、余剰枠の有効活用ということで、優先接

種対象者を介護従事者だけではなく、教職員や窓

口の職員等の方にも広げて、できるだけ今できる

枠を無駄にすることないよう進めていきたいとい

うふうに思っております。 

 それと、感染症対策の廃棄物についてなんです

けれども、個別接種につきましては、もう本当に

先生方は日々の診療の中で実施されているものと

同じ扱いとなっておりますので、あえて市のほう

から予防接種についてのみこういうふうにしてく

ださいということは、特に言っておりません。 

 集団接種につきましては、針とシリンジは専用

の感染症廃棄物の特別な扱いをさせていただいて

おります。ガウンですとか手袋につきましては、

別段コロナの陽性の方に接しているということで

はございませんので、いろいろ調べましたけれど

も、普通のごみで二重にビニール袋に入れて封を
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して廃棄でいいということですので、そのような

扱いをさせていただいております。 

 以上です。 

○岡市民生活環境部参事 私のほうから、ドローン

に関しまして御答弁させていただきたいと思いま

す。 

 先ほど委員のほうから御提案いただきました誘

客に関しまして、ドローン教室を使えないかとい

うお話がございましたけれども、私はドローンに

関しましては、非常に誘客に対しまして、いいコ

ンテンツの１つかなというふうに考えてございま

す。 

 主に誘客だけではなくて、実際に災害救助とか

防災の点に関しましても、全国でドローンを活用

され始めているというお話も聞き及んでございま

す。市内でドローン教室を開催するという点に関

しましては、やはり安全面とか、安全に飛ばし得

る場所があるのかというような点に関しましても、

今後検討を重ねながら、ドローンを使った誘客に

ついて検討してまいりたいというふうに考えてご

ざいます。 

 以上です。 

○石橋委員 ありがとうございます。64歳以下への

送付とあと余剰枠は、この泉南のチームだったら

できると本当に期待しております。 

 先ほど個人病院の方の廃棄物なんですけれども、

専門業者と契約はされていると思うんですけれど

も、集団接種を含め、週に4,000接種ということ

では、個人の接種のところも、ふだんよりは増え

ているので、従来お願いしている業者の方で賄え

ているのか。料金的なことも含めまして、あと特

殊的なサイクルなんで、お金も出ていると思うの

で、個人医院の方、大小あると思うんですけれど

も、できているのかというのが、ちょっと１点気

になるんですけれども、まずそれをお答えいただ

けますでしょうか。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 基本的に、

感染症対策の廃棄物対策の費用につきましても、

国の診療報酬単価、全国統一単価で2,277円とい

うのが決められておりまして、その中に全て含ま

れているというふうに聞いております。 

 接種者が増えるとそれだけそれにかかった費用

が市からまた支出されることになりますので、そ

れで対応いただいているというふうに考えていま

す。 

 以上です。 

○石橋委員 ありがとうございます。では、ドロー

ンのことで岡参事、ありがとうございました。社

会問題解決に向けたドローンの利活用についても

御説明いただきまして、確かに物流では山間部へ

の荷物の配送であったり、防災面では救助などの

災害対応活動の支援や災害調査、インフラとしま

しては、電力設備の点検や下水道の内部点検、測

量などに活用できますし、働き手不足の解消や危

険な作業の軽減につながるとされておると思いま

す。 

 こうした災害時の被災状況の調査や老朽化する

インフラ点検、巡回や捜査など、公共部門をはじ

めとするドローン業務の用途、そしてドローン操

縦士のニーズが拡大しております。ドローンは社

会的に有用かと考えます。 

 泉南市でも取り組みます泉南シティの構想やソ

サエティ5.0の実現に向け、不可欠な社会基盤と

なるドローンであります。 

 この件に関しましては、私も本日を大事な一歩

としまして、今後９月議会や委員会で取り上げさ

せていただきます。泉南市の社会課題解決に向け

たドローンの利活用へ腰を据え、何が必要か、不

断に検討を重ね、時には柔軟に取り組んでまいり

ます。 

 以上で質疑を終わります。ありがとうございま

した。 

○竹田委員長 次に、大森委員の質疑を許可いたし

ます。 

○大森委員 まず最初に、今までずっと議論、質疑

を聞きまして、感染症対策が本当に必要なものが

含まれているんやけれども、ただ、何でこんな６

月になって遅く予算が計上されるのか、ランチョ

ンマットにしたって、マスクの活用にしたって、

消毒液にしたって、もっと早く臨時議会を開くと

か、専決とかやらなあかんぐらいコロナの状況は

大変でしょう。 

 どんな形でやってきているのか、６月議会まで

にやるやるというふうに言うていたけれども、何
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か目玉というかね、何かというのは他市に比べれ

ばなかなか見当たらない。あるとしたらコロナと

あまり関係ない誘客事業、これが9,000万円で、

金額的にも一番大きくなっていますわね。 

 これはどんな形で、６月議会に予算を提案する

から意見を出してくださいという形で要望を聞い

ているんですかね。それともコロナでこんな大変

な状況やから、今すぐ打たなあかんやつがあると。

臨時の新型コロナ対策にそういう地方創生臨時交

付金もまだ残っている部分があるから、早く必要

なものを出せというような形でこれは予算を組ん

でいるのか、どんな形で予算を組んでいるのかな

と疑問に思うんですよ。 

 これは早く子どもたちにそういうことをしてい

れば、第５波だっていろんな状況、局面が変わっ

たかもしれんし、安心して子どもたちを学校にや

れたかもしれないと思うんですよ。 

 その辺のところをまず１つお答えいただきたい

と、本当にコロナに対する泉南市の姿勢が問われ

ますので、お答え願いたいと思います。 

 それとまず、77ページの医療対策費についてで

すけれども、これは今言われているのは、コロナ

が怖くてなかなか病院に行けない人が増えてきて

いると。その中で医療機関の収入も大変な状況に

なってきているということですよね。 

 こういう中で、ぜひ検討していただきたいのは、

子ども医療費助成制度の拡充です。15歳からこれ

は18歳までにしてもらえれば、子どもたちが病院

に行く機会も増えれば、病院の経営のほうでも助

かっていくと。 

 これは、別に予算を増やさずできるわけでしょ

う。15歳になって昨年の決算では3,000万円残っ

たわけですわ。その分を減らさんでも3,000万円

があれば、去年と同じ予算で18歳までの拡充の予

算が組めるわけなんですよね。 

 年を重ねるごとにというか、15歳から18歳にな

れば病気の数も減りますので、それからふだんか

らそうやって助成制度があって病院に行けば、予

防対策にもなっていきますので、医療費は減って

いくわけでしょう。そういうことも医療対策の１

つとして、これも考えていただけないかと思いま

す。 

 それから、78ページの水産費についてですけれ

ども、これも今コロナの地方創生臨時交付金なん

かで言われているのは、効率・効果的な事業をや

りなさいということですよね。それと市民への説

明責任を果たせるようなものをしなさいというこ

となんですけれども、効率的とか、今漁業者の皆

さんが置かれている状況を考えた場合、例えば持

続化加給付金、一時支援金なんかは売上げが50％

減らなあかんわけでしょう。 

 そういう50％未満の人たちへの支援をしたほう

が、非常に効果も上がるし、いいんじゃないかと

思うので、その点の検討をされたのかどうか、お

答えください。 

 それから、80ページの誘客事業ですけれども、

これは４つの柱をお話しになりましたけれども、

ＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫで行われるイ

ベント、イルミネーションのお金を出すとおっし

ゃっていたけれども、これはＳＥＮＮＡＮ ＬＯ

ＮＧ ＰＡＲＫは泉南市の予算は出さないと。出

さないとは言うていないかもしれませんけれども、

泉南市の予算がかからずに、負担をかけずにやっ

てくれるすばらしい事業やと、何度もこれを市長

がおっしゃっているわけです。 

 これは幾らぐらい予算を組んでいるんですかね。

今こういうコロナの下で、誘客という事業が市民

の理解を得られるかどうかということも考えたり

しますけれども、ＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡ

ＲＫには出さない。市の財政的負担はないという

ことでいえば、これはちょっとやっぱりダブルス

タンダードみたいなことになっているんじゃない

でしょうか。 

 これもちょっともっと使い道ね。これをするな

ら地域振興券を配布してもらえれば、買い物も消

費者にとっても、商売人にとってもプラスですわ。

商品券が地域振興券が使えますというような業者

のそういう場所とかを書くだけで、宣伝効果にな

るんで、その中に例えばＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ 

ＰＡＲＫを入れて、ＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ Ｐ

ＡＲＫでも遊ぶときには、その地域振興券が使え

ますと、そんな形の宣伝ならいいんですけれども、

ＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫのイベントの

ためにやりますみたいなことは、お話と違うと思
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います。 

 これは近隣でもやっている地域振興券、予算の

限界があるので、年齢を絞るとか金額を絞るとか、

プレミアム商品券にするとか、何かいうような形

でこれもコロナのもとでやるべき事業があるんじ

ゃないかと思うので、その点についてお答えくだ

さい。 

 それと、学校給食ですけれども、3,000万円で

地元の商品を買う、地場産のものを買うと、これ

はいい中身だというふうに思いますけれども、た

だこれが農家の皆さんに効果があるのかどうかと

いうのが、ちょっと疑問ですね。 

 いろんな農家の皆さんに聞くと、農協で買うと

か、それからサザンぴあのところで買うとかおっ

しゃっていたけれども、今カットねぎがやってい

る業者も多いですし、だから、農協とかいうとこ

ろでは、それなりのお金が回るかもしれませんけ

れども、農家で今売上げが減っているところまで

届くのかどうかという声が上がっていますわね。 

 でもそれはまだ明確に、どんな形でするという

ことはされていません。それに3,000万円でそう

いうふうな食材を買うなら、その分子どもたちの

学校給食費を3,000万円分ぐらい安くしてあげる

とかいうことにすればいいけれども、それもない

んですよね。 

 だから、やっぱり子育て世代は今大変なの

で、3,000万円のお金をもっと利用できるように、

地場産のやつは買うことも大事ですけれども、そ

れプラスやっぱり学校給食の無償化などをぜひ検

討していただきたいというふうに思うんですけれ

ども、その点どうでしょうか。 

 それと、新家公民館の改修事業ですけれども、

いつ建ったものなのか、それから今利用者数はど

ういう状況になっているのか、ほかの施設等の比

較が分かれば教えていただきたいと思います。 

 それと、公共施設の最適化というか、泉南市と

しての新家公民館を核とした新家地域の開発とい

うか、整備についてはどんな計画を持っておられ

るのか。 

 泉南市公共施設等最適化推進実施計画の中では、

どんな形で、新家や新家駅公民館のことについて

書かれているのか、その点についてお答えくださ

い。 

 それと最後に、歳入の部分ですけれども、ふる

さと泉南水なす基金、財政調整基金のこれは積み

増しがありますけれども、やっぱりこういうお金

をちょっと活用して、学校の老朽化対策、何とか

これに回していただきたいんですよ。 

 もうあんな、雨が降れば授業ができなくなるよ

うな、滑ってこけるような、もう学校は一日も早

く改善してもらわないと困るんですよね。ちょっ

とそういうようなことを考えていただけないか、

お答えください。 

○竹中市長 まず私のほうからは、子ども医療費の

関係についてお答えをさせていただきます。 

 子ども医療費につきましては、以前からお答え

しているとおりなんですが、ある一定広域ででき

れば日本全国で統一した見解で、この子ども医療

費についての考え方を整理していただく必要があ

ろうかというふうに思っております。 

 つきましては、市町村でできる範囲というのは、

義務教育程度にとどめて、そこから以後は国の判

断でどんどん広げていっていただく、そういう方

向でやるのがこの医療費に対する国の考え方の整

理をしていただくという意味で、その方向でやっ

ていただくのが適正ではないかというふうに考え

てございますので、私といたしましては、義務教

育の範囲にとどめたいというふうに思っておりま

す。 

○清野財政課長兼行革・財産活用室参事 ふるさと

泉南水なす基金及び財政調整基金を、学校の老朽

化対策にということで御答弁させていただきます。 

 まず、基金の繰入れについてでございますが、

本補正予算における基金の繰入れにつきましては、

ふるさと泉南水なす基金の繰入れについては、寄

附者の思いを反映するために各種事業に、財政調

整基金につきましては、コロナ禍におけます緊急

を要する事業への財源として、それぞれ繰入れを

実施させていただいているものでございます。 

 学校施設の老朽化対策につきましては、今後の

対策ということになりますけれども、予算編成時

におきまして、適切に財源対策を行ってまいりた

いと考えております。 

 以上です。 
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○鵜戸行革・財産活用室参事 新家駅周辺の公共施

設等の実施計画でどのように記入されているかと

いうことですけれども、今後の方向性としまして

は、新家駅周辺の生活利便性の向上等を図るため、

新家公民館周辺市有地を有効活用し、民間活力の

活用等により、行政窓口機能の導入を実施すると

ともに、交通アクセスの改善等も進め、駅周辺の

生活拠点の効率性を進めますというふうに記入し

ております。 

 以上です。 

○桐岡教育部参事兼教育総務課長 学校給食センタ

ーは事業のうちの学校給食を通じた地域産業再生

支援事業につきましては、今回目的を泉南市内の

農林水産物または市内での加工食材、これらを使

用して給食に付加価値を与えた献立を提供すると

いうことを目指しておりまして、それを通じて児

童・生徒へ新たな気づき、食育における新たな気

づきを与えていきたいとは考えております。 

 その中で事業者との連携の中では、特に農家さ

んの効果ですけれども、現在これまでも市内産品

の調達につきましては、ＪＡさん、サザンぴあさ

ん等を通じて、基本的にはできる限りの市内産を

使うように努力してまいりましたけれども、今回

の事業におきましては、ふだん使うことができな

かったような食材、そういうものをできる限り集

めたいと考えておりまして、これから農家さんの

ほうへ、現在取引のある業者さんのほうから声か

けをしていきたいと考えております。 

 それと、給食費を無償化、減額につきましては、

基本的に学校給食法におきましては、給食費のほ

うについては、保護者から集めまして、食材費に

充てるとさせていただいておりますので、今回の

事業の目的につきましては、基本的に保護者の方

が納めていただいております食材費、こちらで調

理いたします従来の給食に対して、今回の事業で

調達した食材を追加するという形で考えておりま

すので、具体的には１品追加する、もしくは新た

な食材、それを組み込んで献立のほうに付加価値

を与えるというふうなことを考えております。 

 ですので、今回の事業を通じて、給食費の無償

化、負担減額というのは考えておりません。 

 以上です。 

○伊藤総合政策部次長兼政策推進課長 コロナ対応

に関してなんですけれども、これまで昨年５月、

７月、８月の専決措置等で各期の定例会等におい

ても予算案として上程をさせていただいてきてお

ります。 

 この６月で予算案としてお出しさせていただい

ているのは、あくまで配分された交付金の総額10

億円の上限という形での予算案を計上させていた

だいておりますので、幾度となく緊急性を持った

生活支援や経済対策を行ってきたところでござい

ます。 

 また、ＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫに関

してなんですけれども、この誘客事業というのは、

コロナの臨時交付金とは明確に違う地方創生の本

来の推進交付金事業であることを御理解いただけ

ればと思っております。 

 したがって、ＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲ

Ｋへの直接投資ではなく、あくまでＳＥＮＮＡＮ 

ＬＯＮＧ ＰＡＲＫを核に、もしくはその場所等

を使った上で、誘客、集客につなげるようなイベ

ントを行うということで考えておりますので、御

理解いただければと思っております。 

 あと、今回の３次配分された部分の交付金の取

扱いに関してなんですけれども、御披瀝していた

だいた個人給付等に関しては、発出された内閣府

からいただいている通知によりますと、給付対象

を合理的な範囲とする場合、または緊急性があり、

やむを得ない場合に許可されるものというふうに、

我々は認識しております。 

 少し具体的に欠ける表現なんですけれども、大

阪府を通じて今確認したところ、いわゆる全市民

に一律に金銭等を支給するのはＮＧであると判断

しています。 

 また、一部の市町村において一律給付金の支給

事業を行っていることは承知しておるんですけれ

ども、我々本市においては、３次配分の交付金の

運用基準を遵守する対応として、後々の交付金返

還等の措置とならないよう、有効かつ確実な活用

を第一義としておりますので、あわせて御理解く

ださい。 

 また、地域振興券はプレミアム商品券等に関し

ては規模感や実施時期、これまでの取組で、他の
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事業との兼ね合い、事業効果等を俯瞰的、総合的

に判断して、事業実施の是非の判断を行ったと思

っております。 

 以上です。 

○阿波屋市民生活環境部参事兼産業観光課長兼農業

委員会事務局長 それでは、私のほうから、漁業

者への支援について答弁させていただきます。 

 漁業につきましては、農業のような生産性では

なく、収穫が基本であることから、漁業者個人で

の収益性の向上に当たるのが困難であり、現在の

国の支援策においては、農業については収益性向

上のための制度はあるんですけれども、漁業には

見当たりません。 

 そうしたことから、漁業組合に対して経営の支

援と地域ブランディングの観点から、収入の多様

化と収益性の向上を図るための支援を行うもので

ありますので、御理解よろしくお願いいたします。 

○石橋文化振興課長 私のほうからは、新家公民館

の件について御説明させていただきます。 

 建築年代につきましては、1970年昭和45年建築

でございます。 

 利用人数といたしましては、令和元年度が延べ

数１万7,931人、令和２年度につきましては9,375

人になっております。 

 比較をする施設といたしまして、中央公民館で

あります樽井公民館でございますけれども、令和

元年度が１万2,725人、令和２年度について

は6,493人の利用がございました。 

 以上でございます。 

○大森委員 子ども医療費助成ですけれども、市長

は広域でやるべきやと、国がやるべきやとおっし

ゃいながら、義務教育の範囲にとどめたいという

ことなんですよね。 

 本来そういう医療費助成をするつもりがあるの

かどうか。市長自身がそういうものを必要として

おられるのか。それでもこれは財源的には問題な

いと思うんですよ。近隣もしていますわね。だん

だん格差が広がっていく。子どもたちのやっぱり

子育て支援をどうするかといって問われていると

きに、広域ですべきやとかなんていうのは、それ

を延ばす理由にはならないと思うんですよね。 

 本当に市長は必要と思っておられるのかどうか、

広域でするのを待っていますみたいなお答えやけ

れども、その辺の本当に求めておられるのかどう

か、ちょっと必要があると思っておられるのかど

うか、お聞きしたいと思います。 

 それから、基金の件ですけれども、ふるさと納

税の分はいろんな要望項目がありますよね。市長

にお任せしますというのから、幾つか種類があっ

て、一番多いのは多分市長が自由に使ってくださ

いということだと思いますけれども、教育に関す

るものに使ってくださいというのも多くあると思

うんですよ。 

 そういう観点とか、今ある学校の老朽化ぶりを

やっぱり真面目に、まともに受けとめていただき

たいんですよ。適正に予算を使うということはど

ういうことなのか。ボロボロになっている、雨漏

りがあって、こけたりする、バケツを置かなあか

んような学校を修繕するということが、最も今適

正なことではないんかなと思うんですよね。 

 老朽化校舎、学校をこういうものも直そうと、

直さなあかんというふうな、早く直さなあかんと。

待ったなしと言うて文章がありましたよね。教育

委員会の再編計画の中に、本当に待ったなしと思

われているのかどうか、ちょっとその辺について

お答え願いたいと。やっぱりこれを今解決するこ

とが適正な予算の使い方というように思いますの

で。 

 最初に質問した、これは６月議会までに感染症

対策などは早く手を打たなあかんもんとか、手が

打てるものがあったんじゃないかと。予算の組み

方はどうなっているんですかと、説明してくれは

ったのか、ちょっと分かりにくかったんで、もう

一度３月議会から６月議会までの間に、学校・園

のそういう子どもたちへの感染防止の対策が何で

早く打てなかったのか、もう一度お答えください。 

 それから、お弁当に、昼食に付加価値をつける

ということは大事なんですけれども、一方、ふだ

んどんな、あまり付加価値がない、付加価値がな

いというか、どうですかね、やっぱり食べ残しが

多い、中学校の。それは一律で配るから、小食の

子どもはあれやというふうにおっしゃっています。 

 付加価値をつけなあかん、つけたらいいですよ。

つけることも大事やと思うけれども、やっぱり学
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校給食の無償化というのは、近隣でもやっている

し、大事なことなので、できないということなん

ですけれども、またぜひ検討していただきたいと

いうふうに思います。 

 それから、ＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫ

は市長がおっしゃった泉南市の財政に負担になら

ないとおっしゃった言葉があるので、何かこうい

う形でＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫのイベ

ントとかイルミネーションにお金を出すというや

り方は、おかしいんじゃないんですかということ

ですよ。 

 全くやるなと言うているわけじゃないんですよ。

今も言うたように、地域振興券なんかを配る中で、

ＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫの皆さん、中

も普通の一般の泉南市にある商店のお店なんかと

一緒に並べて、商品券が使えますとかいうような

ことで、宣伝にしてもらったらいけるわけで、こ

ういう特別な大きな予算をつけて、誘客というこ

とで今コロナのもとでやる必要はないと。ほかに

やることはあるというふうに思うので、それにつ

いてお答えください。 

 それから、漁業組合の支援ですけれども、お魚

が今売れないということがあるから、開きにした

り、そういうふうなことを考えているとおっしゃ

っていて、それ自体はもちろん駄目だというもの

じゃありませんけれども、これプラスというか、

それよりもまず今コロナのもとで困っているとこ

ろでいえば、今どうですか、漁業者の皆さ

ん、50％を以下のそういう収入が減っている方が

大半じゃないんですかね。 

 そういう方には、持続化給付金も一時給付金も

出ないわけでしょう。そこへの支援が必要だとい

うふうに思っておられるのか、思っておられない

のか、その点についてお答えください。 

 あと、新家公民館ですけれども、今のお話にも

あったように、行政機能をつけていきたいという

話がありましたけれども、そういうことについて

は、どんなふうにお考えなのか。 

 今回は避難所としての対策ですけれども、前も

言うたけれども、トイレが男女一緒であったりと

か、それから急な階段とかいう中で、本当に避難

所としては使いにくいんですよ。その辺のところ

の抜本的な改善を考えておられるのか。 

 利用者も非常に多いですわね。ですので、新家

公民館については、地元のほうからも隣の幼稚園

も含めた形での大きなそういう施設をつくってほ

しいという声が出ていると思うんですけれども、

そういうことを反映したような計画などは、もう

新家公民館についてはないのか、その辺について

お答えください。 

○竹中市長 私から何点かお答えさせていただきま

す。 

 まず、子ども医療費ですけれども、これは国か

らの補助金は一切出ておりません。それは御存じ

やと思いますけれども、府の補助金制度はありま

す。ただ、本市が今現在やっている子ども医療費

については、府の補助制度をはるかに上回ったも

のでございます。 

 私が市長に就任した段階では、小学校４年まで

が対象になっていましたけれども、そこから小学

校６年までに引き上げ、その後中学校３年まで引

き上げました。これだけ義務教育まではやるべき

だという方向で進めてきたわけでございます。 

 先ほども言いましたように、大阪府の補助制度

がもっと引き上げられ、あるいは国のほうの補助

制度がやられて、日本国内どこに住んでいても同

じ医療制度が受けられるというのが、これは基本

だというふうに思っていますので、泉南市として

はこの義務教育の制度でとどめておきたいという

ふうに考えてございます。 

 それから、水なす基金ですけれども、市長にお

任せという項目がございまして、そこに寄附して

いただいたお金が結構な金額になってございます。

ただ、市長にお任せだからと言って、何でもかん

でも好き勝手に使ったらいいという問題ではない

わけです。 

 基金の使い方というのは、それなりの制限があ

るわけでございまして、その基金の使える条件の

範囲内で使うというのが基本であります。 

 通常の行政が行う事業に、通常の事業に充当す

るというのは、これは基金の本来の目的を逸脱し

た行為でありますので、そういう使い方はできな

いというふうに考えてございます。 

 それと、ＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫ、
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市の負担はありません。それはＳＥＮＮＡＮ Ｌ

ＯＮＧ ＰＡＲＫの建設事業、あるいは維持管理

に必要な事業については、市の持ち出しは一切ご

ざいません。 

 ただ、ＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫ、あ

るいはそれ以外のところで行う集客事業、イベン

ト、これについては市で行っても当然のことなが

ら、そこでたくさんの人が来ていただいて、集客

をして、そのにぎわいをつくってという事業を行

うに当たっては、当然のことながら市が負担して

も、これはもうしかるべきところでございます。

というふうに考えてございます。 

○岡田教育部長 私からは１点、学校の老朽化対策

について御答弁申し上げます。 

 委員御指摘の雨漏り等の修繕が必要なことにつ

きましては、本当にかねてより、随分以前からた

くさんお叱り、御意見を賜っておるところで恐縮

に感じてございます。 

 そのような中で、さきの一般質問でも御答弁申

し上げましたように、待ったなしと考えておりま

す老朽化対策についてでございますけれども、少

なくとも日々起きてしまっている雨漏りであった

り、そういったところの改修につきましては、年

間3,000万円余りの経費を投じて、毎年優先順位

を決めながら対応してきておるところでございま

す。 

 これに限らず教育行政全般に大変コストがかか

る時代になってきておりまして、我々は日々限ら

れた財源を極力有効に活用する方向で対応はさせ

ていただいてきておるところでございます。 

 ただ、それをもってしても、もう学校の老朽化

は進み過ぎてしまっていて待ったなしだというこ

とでございます。 

 したがいまして、さきにも申し上げましたよう

に、私どもは学校の再編計画、抜本的な改めてい

く方向を考えておるところでございます。したが

って再編計画複数原案を皆様方に丁寧に説明して、

意見を賜りながら、より良いものにして、早期に

進めていきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○阿波屋市民生活環境部参事兼産業観光課長兼農業

委員会事務局長 私のほうから漁業者の50％以上

も収入が減っているかどうかという形で支援が必

要かどうかということをですけれども、50％減っ

ているというふうな数字の把握はしていないんで

すけれども、委員おっしゃるとおり、コロナ禍に

よる取引先の休業や料理店などの販売先の縮小に

より、鮮魚の売上げのほうが減少しております。 

 また、市場での取引単価の低下による収入の減

少や観光漁業、地びき網等の売上げが減少してい

る中で、鮮魚以外の魚介類の加工による付加価値

のある商品の開発を行うことにより、新たな販路

の開拓などによる売上げの増加、またふるさと納

税の返礼品活用による泉南ブランドとしてのＰＲ

効果などの経済効果が見込まれ、ひいては、それ

が漁業者の支援となると考えております。 

 以上でございます。 

○伊藤総合政策部次長兼政策推進課長 コロナ対策

に関しての遅いんじゃないかということで、特に

学校関係の感染症対策ということでありましたが、

今回予算案として計上させていただいているのが、

消耗品等の関係でございます。 

 いわゆるこれまでの学校運営及び今までのスト

ックの中で既に対応していただいておりまして、

今回に関しては、今後もまた必要ではないかとい

うことで、ストック加算の予算ということになっ

ております。 

 以上です。 

○桐岡教育部参事兼教育総務課長 学校給食に対す

る事業につきましては、中学校給食につきまして

は、御指摘のとおり食べ残しが多いというのは、

先日報告させていただきましたけれども、基本的

に小学校給食よりも中学校給食のほうが残渣が多

いというのは、全国的な傾向となっているようで

す。 

 特に本市のほうが飛び抜けて多いというわけで

はなく、ただし、それに対しても食品ロスの削減

の観点から、残渣の減少に向けた取組が必要であ

るとは認識しておりまして、これまでも完食グラ

ンプリ等を毎年開催するなどして、取組を今後も

進めていきたいと考えております。 

 また、無償化につきましては、昨年度８か月間

実施させていただきまして、保護者の方の負担軽

減を図ったと考えております。そのため、今回給
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食自体に付加価値をつけることによって、子ども

たちへ、食育として食を通じて地元を愛する気持

ち、誇る気持ちを醸成していきたいと考えており

まして、それを目的として今回の事業を実施して

まいりたいと思っております。 

 これらの事業につきましては、それぞれ個別の

事業が効果を求めるものではなく、つながって効

果を求めていきたいと考えておりますので、御理

解のほど、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○石橋文化振興課長 新家公民館の個別計画の取扱

いにつきましては、今後公共施設等個別施設計画

に基づきまして、公民館の在り方について計画等

を策定する予定になっております。 

 以上でございます。 

○大森委員 学校給食の無償化、それから地域振興

券の配布、本当に喜ばれているんですよね。子育

て中のお母さん方から、保護者の皆さんから本当

に学校給食の無償化、一律で10万円よりもうれし

かったという話を聞いて、ああ、そんなもんかと、

市がこういう子育てを応援してくれるんだという

やっぱり安心感とか、こういうのはあるんだなと

思いました。 

 地域振興券は、やっぱり使うほうも、ふだん買

えへんような、１万円ももらいましたら、ちょっ

といいようなものを食べてみたり、買ってみたり

すると。 

 それから、ポスターを貼っているだけで、やっ

ぱり市民の方が見てくれる、宣伝になる、それか

らこういうお店が地域振興券を取り扱っています

よと書いてもらうだけでも、宣伝になると言うて

喜ばれているんですよ。喜ばれてきたもんですよ。 

 だから、ぜひ継続してほしいと。いろんな施策

にけちつけるようなことになっているんだったら

申し訳ないんやけれども、とにかくそういうもの

よりも、この２つは継続してやってほしいと、も

う重ねて言いますわ、それこそ、だから近隣でも

やっていると思うんですよ。 

 ちょっとそういうやつをやっぱり継続すること

によって、市の職員の仕事の負担も、そんなに増

えることもないでしょうし、新しいことをすると、

また新しいことの準備なんかがあると思うんやけ

れども、そういうふうな継続性とか、職員さんの

負担を考えれば、ぜひそういうことをやってほし

いと。継続してほしいということなので、これか

らもまたぜひ検討してやっていただきたいという

ふうに思います。 

 それと、基金の使い道のお話がありましたけれ

ども、市長はそういうものに使うものじゃないと

おっしゃっていたんですけれども、この老朽化が

何で改善されへんのかということは、今の教育委

員会の答弁にもあったように、予算が少ないんで

すよ。 

 その再編計画を待ってとかいうレベルとは違う

んですよ。だから、予算のことがいつもネックに

なるから、こういう使い道もあるんじゃないんで

すかという提案をしているわけですよ。 

 提案というほどのものではないですよ。ここは

使ってちょっとでも老朽化対策を早く打てるよう

に、予算がないからできないと言うているところ

にちょっとでも上乗せするようなお金を回してく

れませんかと言うていることなんです。 

 やっぱり老朽化の現実、僕らも本当に西信達小

学校を見てびっくりしましたわ。ずっと中学校の

ことはこの議会でみんなで取り上げたりしている

ところは、やっぱりいろんなことで改善とか、お

っしゃっていたお叱りを受けるとかね、いうふう

に言うていたけれども、お叱りがあまりなかった

りとかいうところでは、まだやっぱり放置されて

いるような現実が、こんなひどい現実があるのか

と思ってびっくりしましたよ。情けないぐらいで

したよ。 

 やっぱり、そういうところは予算をつけてやっ

てもらわな困るんですよ。今すぐに、そういう財

源の１つとして、水なす基金とかが使えるんじゃ

ないですかという提案なんです。その使い道云々

で市長と議論しようということではないんですよ。

直ちに予算を増やしてほしいと。老朽化を何とか

してほしいということなので、ぜひ検討してもら

いたいというふうに思います。 

 水産業者への支援は、50％以上売上げが下がっ

ているところには持続化給付金とか、それから一

時支援金とかあるんやけれども、それ以下のとこ

ろは、50％以下を割り切ったところはないんです
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よね。だから、49.9％の売上げ減やったら、支援

がないんですよ。だから特別に岬町や泉佐野市は

対応しているんで、そういう方法もあるし、実際

に49.9％削減したり、20％でも大変な状況やっと

を思うんで、そういうところの支援を考えていた

だきたいのでということの提案なんですので、ま

たこれも一遍考えていただきたいと思います。 

 それから、ストックで不足した分を予算に上げ

たというふうにおっしゃったけれども、学校のい

ろんな感染症対策ですけれども、お弁当の下に敷

くランチョンマットというのですか、これは別に

ストックでもないでしょう。新しい分でしょう。 

 こんなのはもっと早く４月からでも、３月に予

算を組むとか、こういうのでいろんな対応ができ

るということが分かった時点で、既に市のほうの

予算を、６月議会より前にできるんじゃないかと

いうようなことも、市のほうも受けとめてやって

もらうとか、できたんじゃないかと思うんですよ。 

 そういう機動的な、本当にこれは第５波で一番

大変な盛りのところに、何かそういうものがあれ

ば、先ほども言いましたように、保護者の安心感

とか、それから泉南市に対するそういう、ああや

っているなと、やってくれているなという感じが

出てきたと思うので、そういう対応ができていな

かったかと思うので、その点についてお答えくだ

さい。 

 それと、新家公民館ですけれども、避難所とし

て今回の改修は不十分だと思うんですよ。もっと

もっと改善しなあかんところが残されたままの改

修ではないかというふうに思うんですよ。今も言

うたようにトイレのこととか、それからそれプラ

ス避難所の問題として、地域としてここは樽井公

民館よりも利用者も多かったんですかね、今の説

明で言うたら。 

 そういうところでしょう。だから、広げてほし

い、もっと利用しやすいものにつくり替えてほし

いという声があるんですけれども、それは聞いて

いますというお答えやったんやけれども、聞くだ

けじゃなくて、何か検討とか、それに見合うよう

なものをつくるということは、現在では全く考え

ていないのか、ちょっと考えていただきたいんや

けれども、どうですか、お答えください。 

○岡田教育部長 新家公民館のことでございますけ

れども、今回の補正予算を御提案させていただい

ておりますのは、避難所として、使う公民館です

けれども、やはり残念ながらそこも非常に雨漏り

が起きてしまっているということで、外壁を直し

たり、防水改修をしたりするというもので2,100

万円ということで計上させていただいておるとこ

ろでございます。 

 今後の新家公民館の機能の在り方とか、あるい

は改善すべき点、そういったことにつきましては、

先ほど担当課長が答弁しましたように、機能等に

ついては課題等を整理して、在り方の計画を個別

施設計画に基づいて進めていくというふうに考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

○伊藤総合政策部次長兼政策推進課長 ふるさと泉

南水なす基金に関してですけれども、先ほど市長

答弁がありましたように、やはり基金条例に示し

ている14の事業に充当するということで、寄附者

の方からも選択申告をいただいております。 

 さらに、御説明があったように、通常の例えば

学校施設のランニング経費であったり、維持管理

経費という充当というか、活用ではなく、あくま

で基金条例の趣旨に沿った形での運用を最優先し

ております。 

 ただ、ちなみにこれまで学校施設に関して、学

校備品やウオータークーラー等、幼稚園、保育所

に関しては遊具設置等で新たな付加機能をつける

ようなものには活用させていただいています。 

 また、感染症対策でランチョンマットというこ

となんですけれども、先ほどもちょっと教育委員

会から答弁がありましたように、コロナ対策に関

しては、喫食時間全体の中でこれまで対応を十分

にしていただいているところでございます。 

 今回はここに付加機能としてランチョンマット

の配付ということを予算計上しております。当然

ながら、本当に真に必要な部分に関しては、これ

まで行わせていただいたように、専決措置等の対

応も検討を行うことにはしております。 

 以上です。 

○清野財政課長兼行革・財産活用室参事 各種施設

への老朽化対策についてでございますが、本市に

とって大きな課題であると認識するところです。 
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 一方で、それらの施設につきまして、一律的に

老朽化対策を事業化していくことは、財政状況に

より困難な部分があると認識しているところでご

ざいます。個々の施設の計画をもって、それを全

体の計画として適切に対応を図ってまいりたいと

考えております。 

○宮阪市民生活環境部長 漁業者への支援の部分な

んですけれども、大森委員おっしゃるように、持

続化給付金ですと一定の制限があったりというの

はございますけれども、今回市が考えております

のは、そういう一時的な支援も大切だとは思いま

すけれども、今後の水産業に関して、持続的に収

益の向上であるとか、安定化を図るための支援と

いうのが大切だというふうに考えておりまして、

このため漁業協同組合によって水産加工品の製品

化、販売に取り組んでいただいて、水産業を活性

化させて、漁業者の所得につなげていく取組をし

ていただきたいということで、この支援があると

いうふうに考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○竹田委員長 以上で通告による質疑を終結いたし

ます。ほかに質疑はありませんか。 

 〔「はい」の声あり〕 

○竹田委員長 それでは、たくさんおられますので、

会議の途中ですが、午後１時30分まで休憩いたし

ます。 

午前１１時５２分 休憩 

午後 １時３０分 再開 

○竹田委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 引き続き質疑を行いたいと思います。質疑はあ

りませんか。 

○古谷委員 座ってでよかったですか。 

○竹田委員長 どうぞ。 

○古谷委員 すみません、ちょっと座って。すみま

せん、質問項目を述べさせてもらっていないんで

すけれども、手短に確認と、あれをさせてもらい

ます。 

 午前中でもお話が出ていたんですけれども、ワ

クチン接種券の件ですね。石橋委員からのほうも

話が出ていたんですけれども、その答弁の中で、

今回、64歳以下ということで、今も国のほうから

の要請でも、国の接種のところの場所がどんどん

空きが出ているとか、日々一刻変わってきている

中で、我々のほうの64歳以下の接種券というのが

７月上旬ということで答弁でも述べられていたん

ですけれども、先だってうちの泉南市民の方から

陳情相談を受けまして、難病指定が出て、64歳以

下の方ですけれども、不安になって、接種をどう

にか早くできないか。手術経験もあるんですけれ

ども、そういった相談を健康子ども部長にも真摯

に相談させていただいたところ、どうしても接種

券がないとどうにもならないような答弁をいただ

いたんですけれども、これは市長、やっぱり接種

券、これは医師会がうまくやってくれているとい

う中で、阪南市が、６月23日ですかね。先ほども

答弁のほうで述べられていたんです、印刷会社の

調整とか言われているんですけれども、今日日、

印刷会社なんか、「なんか」と言ったらちょっと

失礼しました、印刷会社との調整なんかは、原稿

ができれば、印刷業者はたくさんあるので、そこ

で、1日2日で印刷アップできる対応とかもできる

会社もある中で、やっぱりこれは一刻を争うよう

な状況にもなっているんですよね。さっき市長の

答弁でも、しっかり接種を増やしていきたいとい

うことをおっしゃられているので、この辺、接種

券をやっぱり早くする方法をできない。今、６

月10日なんですけれども、阪南市に負けている場

合じゃないと思うんで、その辺、大阪府からも副

市長が来ているので、しっかりこの辺を取り組ん

でいただいて、不安になっている市民の解消とい

いますか、これは生の声で出ているんですけれど

も、今回、いい機会やったんで、その辺の答弁を、

しっかり市長と副市長の答弁を僕は聞きたいなと

思います。 

 それが１点と、あと、イベントの関係、先ほど

も出ていたんですけれども、ＳＥＮＮＡＮ ＬＯ

ＮＧ ＰＡＲＫですけれども、今度、これは総務

産業常任委員会でも報告を受けていなかったんで

すけれども、民間企業がするからあれだったのか

どうか分からないんですけれども、７月３日、４

日、７日かな。３日間、何かランタンフェスって

するんですかね。これも、僕も市民の方から聞い

て私が知ったということで、恥ずかしい限りなん

ですけれども、このイベント費用は泉南市が入っ
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ているのかどうかですね。今、イベント費用、ひ

ょっとしたら入っているとかいうことで、答弁で

述べられていたんですけれども、これがもし入っ

ているのであれば、僕はイベントとか、自分も企

画していたので好きなんですけれども、やっぱり

一刻も早く、今、接種券を押さえていきたいとい

う中で、来場制限を今していますよね。5,000人、

野球とかですね。ほんで、ＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮ

Ｇ ＰＡＲＫ、何でこれを言うかというったら、

ゴールデンウィークにすごい人が来ていたんです

よ。多分、このイベントを今、大々的に報道発表

をし出してきているんですけれども、何万人とか

がもし来たら、やっぱり泉南市と出ているので、

市長がさっき答弁で述べられていて、しっかり対

策していくというところは、緊急事態宣言、20日

以降過ぎるんですけれども、話の答弁が矛盾して

いるんじゃないかなと思いますので、その辺、市

としての対策というか、そういうのも考えられて

いるのかどうか、お答えいただきたいと。 

 以上、お願いします。 

○幡中副市長 すみません、私のほうから接種券に

ついてお答えさせていただきます。 

 接種券につきましては、先ほども答弁がありま

したように、もともと我々の予定では７月上旬と

いうことで準備をしておりまして、今、できるだ

け早くということで、業者のほうと交渉しておる

最中でして、早くなるんであれば、何でも我々は

するんでということで、今、させていただいてお

ります。ですので、今、ちょっとでも早くなるよ

うには努力させてもらっておりますので、その点

は御理解いただきたいなと思います。 

 接種券に対してなんですけれども、ここは言い

訳的になってしまうかもしれないんですけれども、

急遽６月中にでも64歳以下の接種券を配布してほ

しいというふうに今、国のほう等、報道でなって

おりますけれども、我々としましても寝耳に水の

ところがありまして、もともとワクチン自体が入

ってこないか入ってくるか分からない状況の中で、

そしたら、我々、すぐに64歳以下の接種券を早く

に発行して、早くに配ってということになります。

それは混乱するなということで、やっぱりある程

度分かってから接種券を配っていこうということ

で、今回、７月上旬ぐらいに接種券を配り出そう

という計画を立てて、我々、業者と契約して進め

てきたというところがありますので、急遽大規模

接種会場が動き出したということで、国は多分、

６月中にでも、すぐにでも早くばらまけというこ

とで言うておるのかもしれませんけれども、我々、

そういう情報もない中で事務を進めてきたという

ところがありますので、どうしても手探りでやっ

ていて、７月上旬がベストだろうということでや

っていましたんで、そこは御理解いただきたいな

というふうに思います。 

 ですので、我々としても早く情報があれば、も

ちろん早く対応していたというところで、できる

限りのことを考慮して７月上旬にやったところ、

今回早くしなければならないという情報が入って

きましたので、そこにつきましては、今、鋭意業

者のほうとも交渉しながら、早くお配りできるよ

うにはしていきたいというふうには思っておりま

すので、御理解いただきたいと思います。 

 以上になります。 

○伊藤総合政策部次長兼政策推進課長 ランタンフ

ェスに関してなんですけれども、泉南市のほうも

少し企画運営には絡んでおります。形としては、

今回の予算計上している部分じゃなく、当初の第

１弾のほうでの対応で事業実施を行うようにはし

ております。 

 また、入場等に関してなんですけれども、現在、

国から発出されていますイベントの実施基準に沿

う形での対応を厳しく取っておりますので、また、

ランタンフェスに関しては、公園の中のエリアを

限定した上で、入場制限等を行って実施すること

で考えております。 

 以上です。 

○古谷委員 幡中副市長の答弁、漏れていると思う

んですけれども、僕は難病になった方が早くして

ほしいという陳情を受けている人に対してどう思

うのかということも、言葉足らずやったんですけ

れども、そういう事態の人がいてるということな

んで、そういう問合せの陳情を受けているんです

けれども、そういう方にとっても早くしてあげて

ほしいという、早くしてほしいなという要望が出

ているんですよね、64歳以下の方から。そういっ
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た方についての対応とかはどう考えている。一刻

も早く、今、聞いていましたら、業者との調整と

言うんですけれども、業者との調整だったら、こ

の間ＬＩＮＥＰａｙで失敗したときも、次の日か、

その次の日、送ることが可能やったじゃないです

か。だから、それは言い訳にしかすぎないと思う

んですよ。今、大臣がおっしゃられている中では、

個々の自治体のスピード感によって取り組んでい

くということなんですけれども、そこはちょっと

手を抜いているんちゃうかなと。ミスしたときに

はすぐにやっぱり送ったりできるノウハウとか、

そういう対応ができるじゃないですか。それを慎

重に進めていく中でも、これは報道機関で刻一刻

と、国が早くしてくれということで、市長も自民

党さんの推薦も受けているんであれば、それにお

応えするような形でやっぱり取り組んでいかない

といけないんじゃないですか。 

 僕、もう１個質問していたのが、阪南市が６

月23日にできて、何で泉南市ができないのかとい

うことを僕、それも問いただしたと思うんですけ

れども。阪南市ができて、何でうちができないの

ということで、僕、質問させてもらったと思うん

ですけれども、そこを明確に答えていただきたい

と思います。それは市長の口からお聞きしたいな

と思います。 

 あと、伊藤次長に細かいことを申し訳ないんで

すけれども、少し絡んでいるのであれば、イベン

トの件、これは総務産業常任委員会のほうには報

告する義務があったんじゃないですか。予算も入

っているんであればですね。今回の、事前説明か

ら以下に、協議会をやっているので、そこは、そ

の他の案件とかでも、委員会としてそこに提出す

る、報告する義務はあったんじゃない、その辺は

義務違反じゃないんですか。お願いします。 

○幡中副市長 すみません、ちょっと今、接種券に

つきまして、市長のほうに御答弁求められておる

んですけれども、ワクチンのことは私がリーダー

としてさせていただいておりまして、私のほうが

細かいところまで把握しておりますので、私のほ

うから答えさせてもらおうと思います。 

 阪南市の状況は、私も細かいところは分かって

おらないんですけれども、泉南市の状況でいいま

すと、先ほども言いましたとおり、準備をしっか

りしていこうということで、市民に混乱のないよ

うにしていこうということで我々も進めてまいり

まして、その中で、７月上旬に配布していこうと。

それをしっかりと事前に業者と契約しまして、内

容等どのようなものを配布するというのも決めま

して、その上で進めてきたというところがありま

すので、確かにそこまできっちり進めているから

こそ、今回、急な動きというところが出てきたと

きに、なかなか動きにくい状態になっているとい

う御批判はあるかもしれませんけれども、反対に

今、こういう急な状況が出てこなければ、やっぱ

り５月上旬の65歳以上のときの混乱を見ますと、

準備をしっかり整えたところは混乱なくできてい

るのかなという思いが我々もありますので、そう

いう意味で、我々としては、混乱がないように準

備をしっかりしていこうという思いでやってきた

ところ、この急な動きですね。早急に64歳以下の

ほうも配っていってほしいということを言われま

したので、今、その対応の中で、そういう意味で

は後手に回ってしまったというところにはなって

おります。ですけれども、我々の思いとしまして

は、先手先手ということで、混乱がないようにや

ってきたというのが結果として後手に回っている

ということになっておりますので、そういう意味

では御理解いただきたいなというふうに思います。 

 症状、基礎疾患のある方のことなんですけれど

も、なかなかいろいろな状況がありまして、基礎

疾患につきましても、そしたらどうやって証明す

るんだとかいう問題もありますし、そこまで国が

示していない中で、自治体で判断していきなさい

というところで、我々も苦慮しているところなん

ですけれども、やはり今回は65歳から始めましょ

う、その次に基礎疾患から始めましょう、その中

で、64歳以下の基礎疾患というところは、接種券

は我々としては65歳の接種が一定整ってから、７

月上旬以降に64歳以下に接種券を配りますので、

その中で基礎疾患の方にも受けてもらいましょう

という計画で進めてきましたので、その大きな流

れがある中で、個別にどこまで対応できるかとい

うのはなかなか難しいところがありますので、そ

こは我々としても御理解いただきたいなというふ
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うに思っております。 

 以上になります。 

○伊藤総合政策部次長兼政策推進課長 ただいま、

古谷委員さんのほうからの御指摘の中で、我々の

ほうが配慮に欠けた対応となったことは深くおわ

び申し上げます。もし可能であれば、今後、観光

振興費ということもありますので、総務産業常任

委員会の古谷委員長と厚生文教常任委員会の河部

委員長、併せ、後刻、今後の対応を御検討するお

時間をいただければと思います。引き続き今年度

に関して、コロナの状況にもよるんですけれども、

大小様々な規模感も時期も開催方法も違う部分の

イベントがたくさんあるかと思います。その中で、

市主催、共催の部分に関しての事前周知、啓発も

含めて御相談をさせていただきたいと思いますの

で、御了承いただければと思います。 

 以上です。 

○古谷委員 最後です、すみません。 

 先ほど、また副市長に申し伝えますけれども、

後手後手になっているうちに、泉南市民がもし陽

性にかかって、その方が亡くなった場合はどうす

るんですかね。やっぱりそこは、僕、市長に答弁

を求めているんですよ。詳しくないからじゃなし

に、そこは首長の１つで変えられることも可能で

すし、１人の市民を、２人の市民を助けるという

意味で、やっぱり難病を持っている、こういうこ

とが大変だということであれば、僕は前にも何回

もお願いしたんですけれども、キャンセル待ちの

ところにそういう基礎疾患の64歳以下の方は入る

ことも可能ですということで、念のために接種券

を先にお送りしますということでも案内をかけた

ら、市民の方はそういうことは把握できるんじゃ

ないんですかね。今回、ＬＩＮＥＰａｙの不祥事

もあったときに、すぐに皆さん、ＳＮＳで発信し

て対応できたと思うんで、そういうことは行政の

方々が協力すれば、もちろん議員の方も発信する

ことも可能ですし、そういうことは後手後手じゃ

なしに、すぐにできることだと思うんですけれど

も、最後にそれをお答えいただきたいと思います。 

 困っているということで不安に陥っている方が、

やっぱり早く接種券だけでもということで、国が

やっているところでも、あれば対応できるかも分

からないということを問い合わせていただいてい

る市民の方がおられるんですよね。そういう方を、

市民の方を守るのが市で、僕は市長が選挙に出る

ときも聞いたことがあるんですけれども、それは

市民を守るためのことなんですけれども、それに

ついて最後に市長の気持ちですよね。どういうふ

うに。それやったらすぐにしようとかいう、こう

いう気持ち。最後にそれをお聞かせ願いたいと思

います。 

○竹中市長 先ほど副市長がお答えいたしましたよ

うに、今現在、７月の上旬に64歳以下の方の接種

券を配布させていただく予定でございます。

今、65歳以上の方が接種しておるわけですけれど

も、それが終わった後に、引き続き64歳以下の方

の中から優先接種をさせていただく、基礎疾患を

お持ちの方とか、そういう方を優先的に、７月中

に接種をしていただく方向で、今、調整を進めて

いるところでございます。もちろん、基礎疾患を

お持ちの方を優先的に、その次に、７月に優先的

に接種していただいて、そこから以後、64歳以下

のその他の方の接種が始まるわけですけれども、

先ほども言いましたように、７月以後のワクチン

の量がどれくらい来るかというのが、支給される

量が明確になっておりません。そういう状況の中

で、接種券だけ配って、いつから受け付けするん

かも分からん、どれだけ受け付けしていいんかも

分からん、そういう状態の中で、さらに不安要素

が増えてくるんじゃないかというふうに思います

ので、しっかりとその辺を見極めた上で、またい

つから受け付けするんかということの判断をさせ

ていただきたいというふうに思います。 

○竹田委員長 ほかに。 

○森委員 通告をしておりません。申し訳ございま

せん。１点だけの質問にいたします。 

 ３次補正に絡んでのコロナ対策予算については、

ない知恵と言うたら失礼やけれども、ある知恵を

絞りに絞って、ようよう満額に到達したんでしょ

うから、消化する、消化できるということですし、

また、これは緊急を要することも多数ございます

ので、それは出てきた結果として、私としては承

知したいとは思っております。 

 質問は、商工費のほうなんですけれども、誘客
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連携による地域活性化、これは9,300万円ですよ

ね。国庫が半分で、あとの半分、4,600万円余り

は、これは、ふるさと泉南水なす基金を使うんで

すよね。それはおっしゃるとおり、基金の使途に

ついては市長がお決めになったらそれはそれでい

いんでしょうけれども、我々のほうも、御報告を

いただいて、やっぱり議会のほうは、その中身を

検討した上で了承する議会の役割があろうかと思

うんですよ。それにしてはえらい、いつになく迅

速に図られていて、中身というものは、今、先ほ

ど来からお聞きしていますけれども、悲しいかな、

私の中では分からない、ほとんど。説明が足らな

いんじゃないかと思うんですよ。 

 それじゃ、観光プロモーション事業委託料とい

うのが6,900万円ですよね。これは、この観光プ

ロモーション事業の中身、どこに委託するのか。

それから、観光情報発信事業委託料1,700万円、

これも聞いた範囲の内容では、詳しいことはほと

んど分からない。今までそういう印刷物なり御報

告をいただいたことがあったとしたら、それは私

の手落ちですのでおわび申し上げますけれども。

それから、共同連携事業負担金、これは多分、先

ほどおっしゃった中で、いろんな地域で組んでい

らっしゃるところの負担金だろうということは想

像がつきますけれども、それから、イベント開催

支援事業補助金、これはどんなイベントで、どこ

に補助金をお渡しするのかということを、これは、

だから、事前といいますか、この予算になる前に

御説明いただいたんですかね、１回でも。私だけ

聞いていないんやったら、それはもうここでおわ

びしますけれども、いかがでしょうか。 

○伊藤総合政策部次長兼政策推進課長 まず、誘客

連携事業の予算措置に関してですけれども、今回

予算計上させていただいている部分、9,300万円、

そのうち２分の１が交付金、残りがふるさと泉南

水なす基金ということなんですけれども、国のほ

うからの財政支援の状況の中では、２分の１の交

付金の残りの部分の半分、いわゆる４分の１に関

しては特別交付税の算入、もう４分の１に関して

は標準的な経費として普通交付税に算入というこ

とで、令和２年度までは、理論上、100％の事業

ということで、今回は予算措置上、普通交付税、

特別交付税を計上していないので、ふるさと泉南

水なす基金を充当させていただいているところで

ございます。 

 あわせて、観光プロモーション事業の中身で、

委託先になるんですけれども、今後、コロナ等の

状況によってイベントの企画の変更等もあります

が、主にＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫで行

う部分に関しては、大和リースさんの絡みのとこ

ろに委託をさせていただこうかなと。それ以外に

関しては、入札、プロポーザル等も含めた上で、

対応を含めて、そこのイベントに合った形での発

注を考えております。 

 また、観光情報発信事業に関しては、今後、仕

様等を決めた上で、入札等を考えております。 

 それ以外の共同連携事業の部分に関しては、お

っしゃるとおり、18市町さんをつなぐプラットフ

ォームをつくる部分になりますので、ここの地域

活性化支援センターというところのほうに負担金

として御提示をさせていただく方向では考えてお

ります。 

 以上です。 

○森委員 いや、だから、何を急いでいらっしゃる

んですか。中身が何も決まっていないんじゃない

ですか。行き先だけ決まっていて。説明する義務

があるんじゃないですか。一時的かもしれません

けれども、基金も取り崩してまでこの予算を通し

て、しかもこのコロナ禍の中ですよ。落ち着いて

からでもいいじゃないですか、ちゃんと市民に説

明して。何を急いでいるんですか。 

○岡市民生活環境部参事 すみません、１点、伊藤

次長のほうから漏れておる点がございました。誘

客イベント開催支援事業の補助金200万円、こち

らに対しましては、昨年度も行っておりました泉

南まるごとフェスティバル、商工会が中心になっ

て行っておりますイベント、それに対する補助金

という形になってございます。 

 以上です。 

○伊藤総合政策部次長兼政策推進課長 誘客連携事

業を、何を急いでいるということなんですけれど

も、あくまでコロナ感染症対策をしっかりした上

であるというのが大前提であることは承知してお

ります。現状、市としては、これまで何度となく
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感染症対策の事業を予算化していますし、また、

ワクチンに関しても、すばらしい接種率というこ

とで、他市と比較しても誇れる状況であると思っ

ております。こうしたことは、ワクチンチームの

みならず、全庁一丸で対応したことであって、今、

すばらしいムーブメントじゃないかと思っていま

す。 

 この背景を受けて、急ぐわけじゃなく、新たな

別の交付金を活用した上で、同時に今後の活性化

も今、行いたいという思いでこちらを予算計上さ

せていただいております。この２つの取組を同時

にすることによって、より市の行政効果を高めて

いきたいという思いが強いので、今回、予算計上

させていただいたものでございます。 

 以上です。 

○森委員 急いでいないんですね。急いでいないん

でしょ。コロナがやがて収まりますよ。収まって

から、それから、この内容をきちんと市民に説明

するめどがついてから、議会に対してもそうです

よ。これ、議会に黙って、「そうですか」と通せ

ないですよ。中身のないものを。修正します。修

正案を提出します。 

○幡中副市長 すみません、もしかしますと委員の

ほうが思い違いといいますか、我々の説明がまだ

至らないところがあるのかもしれませんけれども、

今回、この予算を上げさせていただいていますの

が観光誘客事業ということで、これは国庫でほぼ

ほぼ賄われるから、我々、進めさせてもらおうと

思っております。もちろんこれを泉南市の一般財

源全部でやるということになりますと、私ももち

ろん反対になりますし、言葉は悪いかもしれませ

んけれども、泉南市の財政を傷つけずに事業がで

きるということで、今回進めさせてもらおうと思

っております。その中で、国のほうの期限という

ものがありますので、今回せずに、そしたら、ず

るずるずるずる何もしなければ、我々もこの事業

ができないということになりますので、別にコロ

ナの事業を止めてこれをやっているとかでもない

ですし、コロナの事業はコロナの事業でやった上

で、せっかくの国のほうでいい、何ていうんでし

ょうか、交付金、補助金というものがあるんであ

れば、それは我々としても、我々の財政が傷つか

ないのであれば、うまく使っていければという思

いでこれをさせていただいておりますので、別に

急いでいるというよりは、国のほうでこういうメ

ニューがあるので、それを我々、使わせてもらう

という方向で進めさせてもらっております。です

ので、別にこれをやるからコロナをやらないとか、

そういうものではないのだけは御理解いただきた

いと思います。 

 以上になります。 

○森委員 そういう答弁があったので、副市長こそ

勘違いされてん違いますか。国庫だからって、こ

れも国民の税金じゃないですか。国庫だからいい

とか、そういう問題じゃないでしょ。それから、

中身の分からんものに国の金を市が使うというこ

とに、そら、いずれ分かるんやろうけれども、議

会が認められるわけがないじゃないですか。 

 これは、交付金の交付期間というのがあるでし

ょう、このお金については。１年、２年、待てる

でしょ。要綱には５年以内と書いていますよ。何

でこんなにすぐせないかんねん。年内でもいいじ

ゃないですか。年内に市民に説明がつくんだった

ら、そこからスタートしても国は怒らないでしょ。

違うんですか。そんな方便を言うたらあかんよ。 

○幡中副市長 すみません、私の言い方がちょっと

よくない言い方をしてしまいまして、別に私は、

国のお金だから無駄に何でも使っていいとか、そ

ういう思いは一切ございません。国の税金ですの

で、泉南市民も払った税金も入っておりますし、

日本国民全員が払ったお金も入っておりますので、

そのお金を無駄に使うつもりは一切ございません。

そこは、すみません、私の言い方が違った方向で、

何かただのものやから何でも使えみたいな的に聞

こえてしまったなら、そこは私としても言い方を

今後改めようと思いますけれども、泉南市として

は、こういう事業がなかなかできない。それは何

でかといいますと、一般財源がなかなか厳しいか

ら、泉南市としてはこういう観光誘客事業とか、

そういうことはできない。でも、その中で、国の

ほうが、頑張るところ、頑張る自治体については

国のほうでしっかりとサポートしますということ

で、こういう交付金、補助金というものをつくっ

てくれていますので、それは自治体として努力し
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て取っていくものだと思っております。その中で、

別に全自治体に配られるものではなく、頑張って

いる泉南市は、頑張ったからこそ国が認めていた

だいて、交付金を頂けると私は思っておりますの

で、そういう意味で、我々は頑張ってこれを取り

にいっているというものでございます。ですので、

別にこれを無駄に使うつもりもさらさらないです

し、別に国のお金やから何でも使っていいという

ふうに思っているものではございません。 

 この５年以内ということなんですけれども、別

にこれは、１年、２年、お金をつけていただける、

努力をするならつけていただけるということを言

うていただいているんであれば、私としては別に

今年度からしっかりとやっていけばいいのかなと

いう思いであります。別にそれを、そしたら、１

年ずらして、２年ずらして、３年ずらしたという

ことになりますと、その分だけ、１年分、２年分、

３年分というものが、お金がつかなくなって、事

業ができないということになりますので、我々と

しては、できるものはしっかりやっていきたいと

いう思いで今回上げさせていただいているという

ものになります。 

 以上になります。 

○田畑委員 すみません、２点です。確認で、早く

終わりたいと思います。 

 １点目は、今の観光の誘客の部分です。観光の

この事業全般、非常に午前中からも御質問が出て

いますし、一般質問等々でも出ているんですけれ

ども、私は今のコロナで覆われているこの世の中

を泉南市が突き抜けて、他市よりも前に行く、お

くれを取らないということについては、今、言い

方は語弊がありますけれども、私は自民党議員と

しては、国のお金は、ちぎれるものはちぎったら

ええと思っています。それがどうあれ、国民の税

金であれ、財政難、市単を出せないこの泉南市に

ついては、取れるものは取って、それを有効活用

すべきであるというのは大きく私の志として常に

あります。 

 今回、竹中泉南市長が御判断、御決断等々を迫

られた部分、ＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫ

の運営についても、私はこのコロナでひどい状況

の中でも、大和リース本体のほうと、委託業者や

賃貸で借りているテナントさん、全ての御意見を

集約した中で、止めずにやり切ったということに

ついては、私は泉南市にとっては大きなプラスな

ことであると、私は自負、思っています。これは

なかなか他市ではできなかったし、止めることは

簡単でも、やることがどれだけ難しいか。ここで

どれだけ皆さんが未来を語ったり、人口減少を語

ったり、未来、華々しい泉南市を語っても、地べ

たをはって、血の小便が出てでも、はいつくばっ

て、観光事業等々に取りかかっているものとして

は、今、伊藤さんがおっしゃった答えについては

間違いはないと思っています。これだけ、どれだ

けスピーディーに、おくれを取らんためには絶対

的にスピーディー、なおかつ、議会を軽視したら

駄目なんですけれども、やるべきことはやる、取

れるものは取る、そして、今回コロナが収束して

も、泉南市が突き切ってまう、行き切ってしまう

ような状況に持っていくには、まだまだスピーデ

ィーに動くべしやと思っています。 

 私が聞きたいのは、これからのスケジュール的

なプランニングをぜひ伊藤さんにはお答えいただ

きたいなと思っています。 

 あともう１点は、英語講師800万円、これ

が1,400万円の減額。返還という言い方が正しい

んですかね。僕はよく分からないんだけれども、

減額でいいんですかね。ＪＥＴの分をコロナの関

係で、海外から来られないということで減額を打

った。減額を打って、それでは前に進まないから、

外国語指導助手を800万円でいこうと、これはＡ

ＫＢ48じゃねえや、ＡＬＴ、ＳＥＡ。僕、ＳＥＡ、

すごい興味があるんですけれども、800万円で組

んだ。組んで、議会のほうに示して、いきなり文

科省から電話があって、来られますよと、ＪＥＴ

の人が。これは話がテレコになったわけですわ

な。1,400万円を、来られないから減額して、800

万円を組んで英語講師を呼ぶ。さあ行こうといっ

たときに、ＪＥＴの人が来られるというので、何

ていうんかな、後手に回っていないんやけれども、

イレギュラーでもないんやけれども、突発的に文

科省から連絡が入ったということで、これが、言

い方は語弊があるけれども、ラッキーと思ったら

ええのか、アンラッキーと思ったらええのか、結
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果オーライと言うべきなんか分からないんやけれ

ども、こんな状況やということで、私、何が言い

たいかというと、僕、教育というのは、競争と、

そして、バランスやと思っているんです。最初の

ＪＥＴの方が来られないという前提でこの800万

円を組んで、２人のＡＬＴとＳＥＡの方に来ても

らう前提の800万円の予算編成と、ＪＥＴの方が

来られるようになって、これは、要はプランニン

グが若干、スピードが上がりましたよね。その辺

の具体的なことって、我々にお示しできますでし

ょうか。 

○伊藤総合政策部次長兼政策推進課長 誘客連携に

関するスケジューリング等についてなんですけれ

ども、御指摘のとおり、スピード感というのはす

ごく大事だと思っています。先ほどの、逆に説明

の中で、急いでいるんかと言われることなんです

けれども、我々としては、言い換えれば、急いで

いるという感覚ではあります。やはり他市に先行

するアドバンテージというのはかなり大きいかと

思いますし、今後、当然のようにコロナ対策をし

っかりした上での別の対応で、もう１つの軸とし

て活性化というのを行っていきたいと思っていま

す。 

 スケジュールに関しては、予算の御承認を賜れ

ば、できれば、例えばＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ 

ＰＡＲＫであれば、オフシーズン、オフタイムに

関して、そこをターゲットにしたイベントを数多

く企画、やっていきたいなと思っています。現段

階ではコロナの状況にもよりますので、具体の詳

細のイベント内容というのは決定はしていないん

ですけれども、国のほうに企画提案している部分

に関しては、シーズンごとの、例えば夏は花火で

あったりという大きなイベントを核とした全世代

に対象のイベントで、マイクロツーリズムに合致

してフィットするようなイベント、インバウンド

の獲得をできるような国際的なイベントというの

を考えております。 

 以上です。 

○鳴戸人権国際教育課長 ＪＥＴのメンバーが２名

入ってこられるようになった関係で、その後のプ

ランニングについてお答えさせてもらいます。 

 当初、昨年度から西信達中学校のほうに１名入

っていただいていまして、それプラス、５月24日

の時点で、ＡＬＴ１名とＳＥＡ１名に入ってもら

えるということになった関係で、そのお二人にも

市内の中学校のほうへ入ってもらう計画に今、な

っています。それでいくと、14校の小・中のうち、

３校には外国からのＡＬＴもしくはＳＥＡの方が

配属してもらうことになるんですけれども、それ

だけでは、残りの小・中学校に対しては、なかな

かそういった外国人助手の、ＡＬＴのサポートと

いうのをつけることができない状況になっており

ますので、市内の全ての子どもたちに、もともと

当初、ＪＥＴでいうと、27名来てもらって、各校

に１名以上の配置ということだったので、それを

十分満たすところにはならないんですけれども、

可能な範囲で子どもたちの英語教育もしくは国際

化理解教育などの推進に取り組んでもらう予定で

考えております。 

 以上です。 

○田畑委員 伊藤さん、スピーディーにということ

で、僕、言い方、本当に森さんの後で逆ろうてる

みたいな聞こえ方をしているのか分からないです

けれども、議会の説明はやっぱりきちんとやって

もらわなあかんねんけれども、やっぱり私、思う

に、本当にスピーディーを持ってやっていかない

といけないですし、今、泉南のＳＥＮＮＡＮ Ｌ

ＯＮＧ ＰＡＲＫがどれだけこの日本国内で注目

されているのか、じゃ、それ以外に泉南市で、そ

れ以外のところで注目されている場所があるのか。

必然的にあのＳＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫ

が日本全国で日本一になれる場所であるという可

能性を再認識しなければいけないのと、やっぱり

添田委員のＳＮＳがありましたけれども、夢花火

であったり、ミュージックサーカス、これはまた、

予定ではいく予定ですよね。これは、でも、大き

な決断をしなければいけない部分がこれから出て

きますし、かといって、国のほうはオリンピック

をやるという前提で来ているということは、世の

中がもう動き出すという前提に来ていると思うん

です。コロナが収束しないから、コロナはウィズ

コロナでやっていかなければいけない世の中をつ

くるためには、今、泉南市がやろうとしているこ

とは間違っていないです。もっとスピーディー、
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もっともっとエンジンをかけて世の中に打ち出し

ていくようなプランニングをぜひともよろしくお

願いしたいというふうに思います。答弁は結構で

す。 

 説明はよく分かりました。ということは、ごめ

んなさい、このＡＬＴとＳＥＡという方はセット

ものじゃないわけね。バラバラに配属されるとい

う解釈でええんか、もう１回教えてもらいたいな

と思います。 

 財政の課に再確認したいんですけれども、やっ

ぱり今回の古川教育長体制の教育委員会の中では、

このＪＥＴというのは本当の目玉やろうし、泉南

の教育が変わると、議会の中でも発せられた方も

いらっしゃいますし、大きな注目はされています。

ただ、しかしながら、先ほどの観光プロモーショ

ンなりの国からの、まあいうたら100％オンの事

業とは違って、こうやって市単を組まなあか

ん。800万円組んだわけですよね。財政はきつい。

だけれども、今回、目玉策として進めていかなけ

ればいけないということで、800万円を組むとい

うのはやっぱり重たいと思うんです。ただ、財政

にとっては、このＪＥＴということが、このＪＥ

Ｔが泉南市にとって大きな教育の起爆剤、建て替

えとか云々とは別として、ＪＥＴの今の財政課と

しての位置づけをぜひお伺いしたいなと思ってい

ます。 

○鳴戸人権国際教育課長 今回お二人来ていただき

ますＪＥＴのメンバーについては、それぞれ別々

の学校に入ってもらう予定になっております。た

だ、ＡＬＴの場合は英語の授業と国際理解教育、

国際交流を中心に、それから、ＳＥＡについては

主にスポーツになります。体育や、それから、部

活動などの活動に入ってもらいながら子どもたち

と接してもらうという予定になっております。 

 以上です。 

○清野財政課長兼行革・財産活用室参事 ＪＥＴプ

ログラムの裏づけの件でございますが、ＪＥＴプ

ログラムにつきましては交付税措置があるという

ことで、国からも費用についての代替というか、

交付税の中での裏づけがあるということになりま

すので、大事な事業としてしっかりと財政課のほ

うとしても取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○田畑委員 違う違う。この講師の800万円を組む

というのは重たいでしょう。財政がきついから。

でも、組んだわけでしょ。これは財政課として、

今のＪＥＴのこのことが泉南市にとって大きな起

爆剤、教育の起爆剤と解釈しながら800万円の分

の予算組みの編成を組んだのかということ。そこ

の財政課としての部分を、僕は財政を聞きたいわ

け。ＪＥＴは国からの国庫、分かっているよ。そ

やけれども、この外国語指導助手は市単でしょ。

市の単費でしょ。これで800万円をいきなり組ま

なあかんかったわけでしょ。これはコロナで来ら

れなかったからでしょ。だから、財政課としての

この今の位置づけ、今のこの800万円の位置づけ、

やらなければいけないというところを財政課に聞

きたいということです。 

○竹中市長 今回の800万円は、ＪＥＴプログラム

のＡＬＴが来られなかったから、それの補完的要

素としてつけております。ＪＥＴプログラムが来

るということが分かったのが去年からですので、

去年以前は、実は３人ほどこういう形で単費で雇

用していました。それがＪＥＴになって全てＪＥ

ＴのＡＬＴに入れ替える予定やったんですけれど

も、それができないんで、何ていうんですかね、

つなぎといいますか、来ていただけるまでの間、

しばらく、以前と同じような形で雇用していこう

ということでさせていただいたものでございます。 

○堀口委員 すみません、質問する予定はなかった

んですけれども、少しだけ。 

 今回の補正予算については、非常にチャレンジ

ングやなというふうに思いながら見させていただ

いています。さっきから問題になっている観光プ

ロモーション事業もそうですし、漁協への6,000

万円、これなんかは１次産業を６次産業化してい

くとかという僕の思いそのまんま、今回チャレン

ジしてくれるんやなということで、非常に期待を

しています。 

 そういう意味では、予算の中身的には、コロナ

対策でうまいこと、ええ感じでやってくれている

なというふうに見える反面、先ほどちょっと森委

員のほうからもありましたけれども、説明不足。
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やることは別に悪いという話ではないと思うんで

す。もちろん、いつやるかとかという話もさっき

言うてはりましたけれども、やること自体に反対

ではなくて、きちっとその辺を説明してねという

話やったと思うんです。説明もなしに、いきなり

ぽんと出てきて、じゃ、するっと行ってまうとい

うんじゃなくて、やるのはやるで全然オーケーや

し、国からちぎってこられるお金をちぎってくる

のは全然ええことやと思いますよ。やること自体

は全然僕は反対ではないんです。ただ、でも、そ

こら辺、説明が全然足らんかったかなというのが

まず１点、これはもう感想なんであれなんですけ

れども。 

 あと、そうではない部分のお金、例えば公民館

なんですけれども、公民館は今回、大規模という

んかな、一応改修をする。避難所というていでや

りはるんでしょうけれども、新家幼稚園の跡地の

問題であったり、もちろん駐車場、使い勝手の問

題、老朽化、様々な観点から、じゃ、この突っ込

むお金が果たして正しいんかどうかというところ

は、もちろんすぐに修繕せなあかんという意味で

はやらなあかんのでしょうけれども、その先が見

えへん。だから、ＦＭでどうします、こうします

という議論ももう何年もやっていますよね。でも、

実際に、では、公民館をどうするという話はいっ

こも出てきませんよね。建て替えをするお金がな

いからという話もそうですけれども、じゃ、この

まま長寿命化を図っていけるだけの、またお金を

突っ込むのかどうか、それでええのかどうか、幼

稚園との、旧の新家幼稚園の跡地との関係をどう

するのか、その辺の整理も全然ついていない。そ

れから、避難所として云々という話であるんであ

れば、例えば後ろにある教育委員会の土地が300

坪ありますよね。そこも合わせて使うとかという

ような話もあってもよかったと思うんですけれど

も、その辺が全然出てきていないというふうに思

うんですよね。だから、チャレンジングですごい

ええ話である反面、ちょっと抜け落ちてへんかと

いう話がやっぱりあると思うんですよ。その点に

ついて、教育委員会、どういうお考えをお持ちか、

お答えください。 

○岡田教育部長 新家公民館及び、その周辺、後背

地等のお話でございますけれども、まず、新家公

民館におきましては、これまで長年やはり修繕、

修繕を重ねてまいりました。そのような中であっ

ても、やはり今、本当にひどい雨漏りが起きてい

るということで、現在避難所として使っていただ

いている関係もありますので、何とか雨漏りを止

めてという形のことはしていきたいというふうに

考えて、今回、予算編成させていただいたもので

ございます。 

 一方、御指摘のように、私ども、新家公民館の

横には旧幼稚園、そして、後背地には一定の土地

もございます。そういったものを今後どうしてい

くべきかということを考えていないわけではない

んですけれども、私どもとしましては、公民館の

機能、それから、避難所としての機能、それ以外

に、例えばあの場所には大阪府警本部さんの交番

もあったりとか、あるいは、いろんな消防機能も

あったりする、そういったいろんな機能をどうす

るんだということを幅広く考えていかんとあかん

とは思ってございます。 

 そういう意味で、あの場所にはいろんな可能性

が秘められているというふうに、私は担当者とし

て考えてございます。そういったところも含めま

して、あの辺りの在り方については個別施設計画

にもお示ししておりますように、先ほど御答弁申

し上げたように、今後しっかり考えていきたいと

いうふうに考えてございますので、よろしくお願

いいたします。 

○堀口委員 ありがとうございます。 

 ほんまにこれは、今回、「（避難所）」とあえ

て書いてはるんですよね。もちろん避難所として

の云々とかというところで。外壁をやります、そ

れから、防水改修をやります。いわゆる普通の修

繕の範疇ですわね。だから、避難所としてバージ

ョンアップが何かできるというメニューが入って

いるんやったら、もうもろ手を挙げて賛成するん

ですけれども、何か単なる修繕を無理矢理コロナ

対策の費用で賄うてるというような印象にどうし

ても映ってしまうので、ほかでええことをやって

いても、ここで、これ、どうよというのは、一定

僕は非常に疑問に思うところなんですよね。 

 だから、公民館の在り方、これは信達もそうで



 

-32- 

すし、西信達もそうやと思いますけれども、老朽

化してこれからどうしていくとかという話の中で、

避難所の機能も含めて、しっかりとやっていくべ

きやと思うんですけれども、その辺、改めてお答

えいただきたいのと、ほんで、ごめんなさい、１

個抜けていたんですけれども、自動釣銭機付きセ

ルフレジ導入に係る経費の新規計上、これは現金

しか扱いませんというふうになっていたと思うん

ですけれども、これはキャッシュレス時代で現金

以外扱いませんというのは、いささかどうなんや

ろうというのもあるんですけれども、その辺は何

か部局内で現金だけにすんのか、それとも、キャ

ッシュレスをやめておくとかという議論、どんな

議論があったのか、その辺をお答えいただけたら

と思います。 

○古川教育長 公民館の件でございますが、避難所

としての最低限度のといいますか、最低限度の修

繕ということで今回は上げさせていただいており

ます。これで避難所としてしっかりと使っていた

だくということになるわけでございますが、御指

摘のように、周辺の土地や施設、また、ほかの公

民館のことですとか、教育委員会が所管しており

ますだけでも様々な公共施設がございまして、そ

れらの老朽化も全体として進んでいると。そうし

た中、市全体のＦＭ計画なども策定されておるわ

けでございますが、その中でも、特に学校施設の

老朽化、また、今後どうしていくかということが

今後の大きなポイントになると考えておりまして、

御案内のとおり、再編計画を、複数原案を策定し

て、現在見ていただいているところでございます

が、こちらの確定がその他の公共施設に大きな影

響を与え、今回、議会、一般質問でも御質問いた

だいたように、複合化ということも視野に入れな

がら今後の在り方を検討していくべき時期に来て

おり、今、大変重要な時期だと認識しております。

計画案を策定しておる身としては、今後責任を持

ってそれらの確定に向けて進めてまいりたいと考

えておりますので、今後とも御協力、御理解等、

よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○幡中副市長 すみません、セルフレジのほうなん

ですけれども、委員おっしゃっていただいたとお

り、何でキャッシュレスじゃないねんと、そのと

おりやと思います。キャッシュレス、我々ももち

ろん、時代ですので、していかなあかんなという

ことなんですけれども、今回は、キャッシュレス

を入れるとなりますと、全庁のほかの部署、ほか

の、何ていうんですか、お金のやり取り、市民さ

んとの収納等のやり取りをするところも含めて、

統一してやっていかなあかんなということで、そ

こは今、デジタル庁とかそういう話もありますし、

国の動きもありますし、システムを単一化すると

か、そういう話もありますので、そういうのも踏

まえながら、そこはしっかり取り組まなあかんと

いう意識はあるんですけれども、そこまで間に合

わなかったというのがあります。 

 しかし、今回入れさせていただく機械につきま

しては、今は、機能としては現金だけにしている

んですけれども、将来的にはキャッシュレスにも

対応できるように、改修といいますか、バージョ

ンアップといいますか、できるようなものを入れ

させていただきますので、そこは全庁的に、どう

いうキャッシュレスでいくかというのが決まった

ときには、しっかりとこのレジも活用しながらキ

ャッシュレスしていきたいなというふうには思っ

ていますので、よろしくお願いします。 

○堀口委員 これで最後にしますけれども、公民館

の部分に関しては、これはほかの公共施設、学校

施設であったり、いろんな施設に関わってくると

思うんですよね。だから、温水プールの話も、朝

ですかね、ありましたけれども、温水プールを造

るんやったら、じゃ、今まであったプールはどな

いすんのやと。除却すんのに2,000万円、3,000万

円かかりますという答弁が以前あったと思うんで

すけれども、では、これについてほったらかしで、

先に温水プールかという話も、やっぱり疑問とし

て沸いてくるわけですわね。だから、いまだにや

っぱりプールをそのまま残してほしいという市民

さんの声も、僕とこにもちょこちょこそういう声

はないことはないんですけれども、ただ、でも、

一旦その方向性で決めたんであれば、除却もセッ

トやろうという話は、僕、以前にしたと思うんで

すけれども、その辺も含めてしっかり考えるべき

やと思うんですよね。 
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 だから、今回、新家公民館の話に至っては、避

難所としての機能をどうやって上げていくんかと

いうところ、避難所と挙げる以上は、避難所とし

ての機能をどうやって上げていくんかというとこ

ろははっきり示していくべきやと思うんですけれ

どもね。だから、その辺については、もうこれは

多分やり取りしても平行線をたどるだけやと思う

んで、もうこれ以上答弁は求めませんけれども、

その辺はぜひともお願いしたいなというふうに思

います。 

 それと、セルフレジの話なんですけれども、こ

れは恐らくキャッシュレス対応をやるとなったら

全庁的にいろいろやらなあかんことがいっぱい出

てくるんですよね。だから、今回、現金やという

話やと思うんですけれども、でも、これは今回現

金を入れたら絶対にまた議員の中でというか、議

会の中で、これ、何でちゃうねんという話とか、

いわゆるキャッシュレス化を進めていかなあかん

のちゃうのという質問をする人が必ず出てくると

思うんですよね。だから、その辺、セルフレジを

入れるに当たって、今後の方向性も踏まえて、き

っちとそこは説明していくべきやと僕は思います。 

 だから、今回、全般的には僕、非常にチャレン

ジングな補正予算から、これはもうやってもうた

らええと思いますけれども、ただ、でも、やっぱ

り説明が足らんのですよ。もうちょっとこれは具

体、これをやりまんねん、あれをやりまんねんと

いう話をもうちょっと議会にしっかりと伝えてい

ただけたらなと思うんですよ。別にタブレットに

掲載でも構いませんよ。委員会、協議会で事細か

に説明していただくのは、それはそれでするのが

ええと思いますけれども、何をやるか。単に予算

だけを出してきて、「これ、通してくださいな」

という話じゃなくて、この金を使って何をやりま

んねんという話をぜひともしっかりと示してほし

いなというふうには思います。これも意見です。 

 以上です。 

○竹田委員長 ほかにございませんか。――――以

上で質疑を終結いたします。 

 森委員にお尋ねいたします。修正案をお持ちで

すか。なければ休憩を取りますが。 

○森委員 本会議で。 

○竹田委員長 本会議で。とすると、原案賛成か反

対かの。 

○森委員 賛成答弁をします。本会議で修正案を出

します。 

○竹田委員長 ということにしますか。修正案は委

員会で出しておいていただくほうがあれかなとは

思うんですが。 

○森委員 いや、今、話を聞いたところなので、修

正案をつくるにしても…… 

○竹田委員長 休憩します。 

○森委員 では、出します。 

○竹田委員長 暫時休憩いたします。 

午後２時２８分 休憩 

午後２時４５分 再開 

○竹田委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 改めまして、以上で本件に対する質疑を終結い

たします。 

 これより討論を行います。 

 本件については、大森委員より討論の通告があ

りますので、討論を許可いたします。 

○大森委員 本来でしたら予算委員会では簡単に、

本会議で本格的にということですけれども、今回

は活発な議論がたくさん出ましたので、それを踏

まえて反対の討論を行いたいと思います。 

 ６月議会に出されたというこの補正予算という

ことを考えますと、やっぱりコロナの対策がどう

なってんのか、コロナのもとで大変な思いをして

いる暮らしや営業の支援をどんなふうに、効率的

に効果的に行えているのか、それと今、緊急な課

題を、何でそれに対する予算がどのように必要か

という点がやっぱり大事だというふうに思います。

今、大阪府でも重症病床数を、これは224床まで

増やしたやつを、350床から500床までを目標に第

５波に備えて病床を増やそうというぐらい、どこ

でも必死になって、今、コロナの対応、対策に力

を入れてきているわけです。 

 そういう中で、１つ、コロナ対策に関係ありま

すけれども、まず最初に誘客事業ですけれども、

こういう誘客というものが、今、コロナのもとで

必要なものなのかどうかね。今、ゴールデンウィ

ークでも人がいっぱいやったと、ＳＥＮＮＡＮ 

ＬＯＮＧ ＰＡＲＫね。いっぱいやというお話が
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ありましたけれども、先週の土曜日、日曜日、イ

オンは、専門店街はお休みで、お客さんが減って

いますけれども、専門店がない、開いている普通

のウィークデイは結構人がいらっしゃるみたいで

すけれども、土日はイオンは少ないけれども、Ｓ

ＥＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫは人がいっぱい

だったという話なんですよね。今はほんま密を避

けなあかんとか言うてる状況の中で、こういう人

がたくさん来ているところに、またさらに誘客事

業をどうのこうのというようなことは、内容はも

うちょっと詳しく議論しなあかん部分はあります

けれども、やっぱり今のこのコロナの状況には合

わないと。 

 いやいや、大丈夫ですよと、泉南は接種率も高

いからというお話がありましたけれども、接種率

は分からないんですよ。65歳以上の予約率は高い

です。それで皆さんから本当に喜ばれています。

混乱がなくて喜ばれていますけれども、接種率に

ついては他市との比較もありませんし、大阪府内

でも、全国的にも高かったですよ。でも、大阪府

内でいえば、大阪市が多分低いですから、そんな

影響もあるし、近隣との比較もできません。接種

率が高いなんていうことは、そういうことが言え

るような条件は今日の議論の中では示されていな

いのに、泉南は接種率が高いからやってもいいん

だみたいな議論がされていて、ほんで、このＳＥ

ＮＮＡＮ ＬＯＮＧ ＰＡＲＫというのは全国か

ら来るという話もありましたね。だから、泉南だ

けで、例えば接種率が高くて、ワクチンが進んで

いたって駄目なわけですよ。インバウンドのこと

やから、世界中が、極端に言えば、世界でやっぱ

りコロナが落ち着かん限りは駄目な、駄目という

か、そういうことの背景を考えなあかんのですよ。

泉南だけが接種率が高いからやってもいいんだと、

お客さんがたくさん来てもいいんだというような

ものじゃない、誘客を進めてというようなものじ

ゃないということはやっぱりぜひ考えていただき

たいというふうに思います。 

 それと、泉南市がよくやって、そういうことを

見て、国がお金、いろんな補助を出してくれてい

るんやと言うけれども、説明を聞く限り、よく頑

張っているのは、大和リースさんはよく頑張って

いると思いますわ。泉南市からもお金をもらって、

国からもお金を頂いて、ほんで、いろんな、幾つ

か、事業は決まっていませんけれども、さっきの

説明の中でぱっと出たのは、１つのやつは、大和

リースさんに委託先か、プロポーザルか、何か決

まっていますということでしょ。そやから、泉南

市が頑張って、たくさん予算をもうてるから、し

ないかんというのもちょっと説明不足やし、議論

が飛んでいるというか、もうちょっとちゃんとし

た説明をしてもらわないと、到底納得できないよ

うなことになっているというふうに思います。 

 やっぱり今、暮らしや営業が大変なんで、緊急、

効率的な支援が求められていると思います。幾つ

かの支援をされている部分については、これが駄

目だというようなことは決して言いませんけれど

も、しかし、経験上、他市の近隣のことを考えれ

ば、学校給食の無償化と地域振興券の発行ね。地

域振興券は全額というわけ、そんな前みたいに１

万円というわけにはいかないと思いますけれども

ね。学校給食も、熊取町みたいに半年とかいうこ

とを何か考えながら、これはもう経験上、効率的

であるものなので、これはやっぱり考えてやって

いただいて、その上に必要なやつをやってもらう

と。そういう意味でいうたら、今度の補正予算と

いうのは、そういう順番には、そういうことから

見ても、やっぱりおかしな予算、納得できない予

算だというふうに思います。 

 ほんで、今、緊急体制にやっぱりしてほしいと

いうのは、老朽化校舎です。やっぱりこれは一遍、

市長でも副市長でも、雨の日か、雨が降った後で

も行ってみてくださいよ。バケツがあるような、

置いておくようなところで子どもたちが勉強して、

滑ってけがをすることなんかも起こっているわけ、

教科書が濡れて使われへんようなことが起こって

いるわけです。そういう状況を見ても予算が増や

せないと、緊急の予算が組めないと、補正予算で

も幾つか、ちょっとでも回そうかという気になら

ないのかね。補正予算ですから、やっぱりそうい

う予算を、３月議会でも６月議会でも、老朽校舎

の問題を取り上げる議員は共産党以外でもありま

したでしょ。実際見てくださいよ、議員がお叱り

を受ける、受けへん関係なしに。こんなの、ほっ
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ておけることじゃないですよ。そういう予算が組

めないということがあります。これらが予算の問

題点だというふうに思います。 

 私たちは、この予算に反対するとともに、やっ

ぱり学校給食の無償化とか、地域振興券の配布と

か、ほんで、ワクチン頼みじゃない、やっぱりコ

ロナ対策を考えてほしいです。ワクチンの効果が

出るまで数か月かかるというし、大阪府でもこう

いういろんな対策、今までの反省の上に立ってい

たと思いますわ。医療崩壊と言われる中で、いろ

んな施策をしているわけでしょ。ワクチンと啓発

活動で乗り越えるというのは、政治家なんですか

ら、泉南市民の命と暮らしを守る立場からすれば、

やっぱり最悪の事態を考えて、できる限りの対策

を取ると。大規模のこういう検査を行うとかいう

ようなことを含めてのことをやっぱり、そういう

予算に組み替えることが必要ということを言いま

して、反対の討論といたします。 

○竹田委員長 以上で通告による討論を終結いたし

ます。 

 ほかに討論はありませんか。 

○森委員 賛成です。一応、基本的には賛成です。 

 コロナ対策予算を執行せないかんものがたくさ

んありますので、これをつぶすわけにはいかない。

ただし、先ほど私が申し上げました誘客の件の予

算ですけれども、これは国庫金が交付されること

が４月１日に決まっているわけですよ。交付決定

が。４月１日ですよ。その間、何もなくて、この

６月議会の補正予算にのせてきて、議会に判断せ

よと、あなた方はおっしゃっているわけですよ。

副市長は国の金を取りにいかないかんとか何とか

言うてはりましたけれども、問題はそんなことと

違うでしょ。国の交付は決定しているんだから。

運用する側の責任でしょ。運用するためには議会

の理解、市民の理解が必要でしょ。あなた方はそ

れをおろそかにされて、どさくさに紛れて通そう

とされている。私は、何もやみくもに止めろとは

言っていない。我々も判断せないかんねんやから。

判断材料も与えられていないのに、9,300万円も

のお金を、税金を使いますよと。そういうやり方

をされたら困るんですよ。議会を何とお思いなの

か。どうでもいい存在やと、特に私なんか、どう

でもいい存在などとお思いなら、それで結構です

けれども、話をすり替えてもらったら困る。議会

と行政の本質的な在り方を私は言うとる。こんな

ことを何でもかんでも通してしまったら、議会が

何のために存在するか分からない。とにかく、時

間はあんねんやから、説明してください、説明を。 

 以上です。 

○竹田委員長 ほかに討論はありませんか。―――

―討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第７号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに賛成の委員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○竹田委員長 起立多数であります。よって議案第

７号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８号「令和３年度大阪府泉南市国

民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）」を

議題とし、質疑を行います。 

 本件については質疑の通告はありません。ほか

に質疑はありませんか。――――質疑なしと認め

ます。 

 以上で本件に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。

――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第８号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○竹田委員長 御異議なしと認めます。よって議案

第８号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第９号「令和３年度大阪府泉南市一

般会計補正予算（第４号）」を議題とし、質疑を

行います。 

 本件については質疑の通告はありません。ほか

に質疑はありませんか。 

○田畑委員 ごめんなさい。通告していません。お

許しください。 

 語弊のある言い方になるか分からないですけれ

ども、これは3,000人、3,000世帯、どっちの言い

方になるんですかね。3,000世帯という解釈でい
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いんですかね。要は、言い方に語弊があるかも分

からないけれども、僕が議員になって10年、本当

なら13年目なんですけれども、10年の間で、前向

井市長が市長のときに、泉南市には大型宗教施設

なり団体なりが。団体という言い方はおかしいん

か。宗教施設があって、人口比率が、非公開なん

やけれども、前向井市長がこの公の場で、人口比

率６万5,000人に対して２万人はという答弁をな

さった記憶があります。幼稚園の９園から２園の

統廃合、これについても非常に鮮明に僕は覚えて

います。今のくすのき幼稚園、約４億円の建設費

を大型宗教団体に、財政難だから建ててもらうと

いうような議論、非常に議場が荒れました。その

後、牧野地区の公民館なり、集会所なり、ドブ改

修、池改修等々には大型宗教団体のお力添えを今

でも得ています。３年、４年前の台風21号の際に

も、大型宗教団体の方々が地域の瓦の屋根を守っ

たり、登ったり、屋根の修繕に御協力いただいた

ということで、地域と大型宗教団体との関わりと

いうのは、ええにしろ悪いにしろ、この泉南市の

歴史的にはあるんですよね。私が記憶にあるのは、

「ひのきしん」という言葉、これは僕は宗教差別

じゃないですよ。決して区別でもないですし、現

実的に「ひのきしん」、半分奉仕で半分収入とい

うか、そういうライフスタイルが基本であるとい

うことは私も認識しています。 

 僕、何が言いたいかというと、要は、こ

の3,000世帯という解釈でいいんですかね。大き

な数字やと思うんです。これ、僕、「低所得者」

という言い方が嫌いなんですけれども、嫌なんで

すけれども、ひとり親以外の、俗に言う低所得者

に今回配分されるということで、国の施策として

あります。ただ、私、これ、やっぱり貯金された

り、言い方は語弊がありますけれども、お布施さ

れるということ自身は何の効果もないですし、や

っぱり国からのこういうお金を対象者自らが使え

るような状況になってほしいなという、対象者自

らが使えるような施策が本当にやらなければなら

ない国の施策であると私は思うんですね。これは

決めつけで私は物を言うてるんではなく、低所得

者イコールその方たちと言うてるつもりは全くな

いです。ただ、しかしながら、「ひのきしん」と

いう言葉があって、いろんな今の泉南市の人口比

率を考えれば、私は向井前市長がおっしゃった２

万人、もっといらっしゃるような、私は認識であ

ります。 

 ですんで、これは国の施策として現金をお渡し

するということについては、私は日本国全部がそ

うなんですけれども、我々自身はやっぱり使って

もらわなあかんということが前提やと思うんです

よ。これ、私の言っていること、非常に際どいこ

とを言うてると思うんですけれども、ただ、大切

なことなんで、使てもらわなあかんから、これが

お布施に回ったり、貯金されちゃうというのは、

やっぱり意味がないことなので、その辺り、何か

泉南市、これは国策なので何とも言えないでしょ

うけれども、僕が言いたいのは、何か違う方法、

先ほどあったようなチケットとか、何か違う形で

対象者が使えるような状況になってもらえたらな

という希望的観測なんですけれども、その辺りの

御見解をお伺いしたいなと思います。 

○小井健康子ども部長 それでは、答弁させていた

だきます。 

 去年からコロナ関係で、生活が苦しい方、それ

と、子育て関係の方については、ほぼ現金、児童

手当上乗せ、児童扶養手当の上乗せ、今回は、低

所得者対策として、まず、４月にひとり親、今回

もひとり親世帯以外、そういう方を対象に、現金

１万円とか２万円とか、そういう現金の上乗せと

いう施策をやらせていただきました。国策であっ

たり、国のお金を活用して、市独自の施策を。そ

れも合わせて、全部現金でした。委員がおっしゃ

るのは一定理解できるんですけれども、取りあえ

ず生活支援という形では、キャッシュ、現金とい

うことでさせていただきました。 

 今後については、まだ何も予定はございません

が、とりあえず今回のコロナ対策、子育て支援対

策としては、現金と、給付ということで進めてき

ました。 

 以上でございます。 

○竹田委員長 いいですか。 

 ほかにございませんか。――――以上で本件に

対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。
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――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第９号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○竹田委員長 御異議なしと認めます。よって議案

第９号は、原案のとおり可決されました。 

 以上で本日予定しておりました議案審査につき

ましては、全て終了いたしました。 

 委員各位におかれましては、長時間にわたり慎

重なる審査をいただきまして、誠にありがとうご

ざいました。 

 なお、本会議における委員長の報告につきまし

ては、私に一任いただきますようお願いを申し上

げます。 

 それでは、これをもちまして、令和３年度予算

審査特別委員会を閉会いたします。お疲れさまで

した。 

午後３時４分 閉会 

（了） 
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